
広報くりはら　令和７年３月１日　　２８今月の表紙：スマートフォン出前講座の講師と受講者

　「創業から代々守り伝えてきた味と品
質へのこだわりを大切にすること」、そ
して「４代目蔵元の父が心血を注ぎ、築き
上げた銘柄の価値を守り、さらに研ぎ澄
ませたい」と目を輝かせて語る三浦さん。
一迫地区で１１０年の歴史を持つ造り酒
屋の後継者として、４年前から家業に携
わっています。
　幼い頃から酒造りに親しみ、大学では
醸造学を専攻し、酒造りに欠かせないこ
うじを、大学院では稲について研究しま
した。酒造りの基本要素をじっくり学び、
その知見をこれからの酒造りに生かそう
としています。
　米作りに情熱を注ぐ地元農家が栽培し
たお米、小僧山水と呼ばれる良質な地元
の水、こうじと酵母など選び抜いた原料
を使い、この酒蔵ならではの技術とこだ
わりで、丁寧な酒造りに励んでいます。
　栗原産米を精魂込めて磨きあげ、醸し
たお酒が、地元の人に愛されることに何
よりも喜びと誇りを感じる、という三浦
さん。
　時代の流行に左右されず、料理を引き
立て、幸せなひとときを生み出す最高の
「食仲酒」を目指したいと、酒造りにかけ
る思いを熱く語りました。

　「創業から代々守り伝えてきた味と品
質へのこだわりを大切にすること」、そ
して「４代目蔵元の父が心血を注ぎ、築き
上げた銘柄の価値を守り、さらに研ぎ澄
ませたい」と目を輝かせて語る三浦さん。
一迫地区で１１０年の歴史を持つ造り酒
屋の後継者として、４年前から家業に携
わっています。
　幼い頃から酒造りに親しみ、大学では
醸造学を専攻し、酒造りに欠かせないこ
うじを、大学院では稲について研究しま
した。酒造りの基本要素をじっくり学び、
その知見をこれからの酒造りに生かそう
としています。
　米作りに情熱を注ぐ地元農家が栽培し
たお米、小僧山水と呼ばれる良質な地元
の水、こうじと酵母など選び抜いた原料
を使い、この酒蔵ならではの技術とこだ
わりで、丁寧な酒造りに励んでいます。
　栗原産米を精魂込めて磨きあげ、醸し
たお酒が、地元の人に愛されることに何
よりも喜びと誇りを感じる、という三浦
さん。
　時代の流行に左右されず、料理を引き
立て、幸せなひとときを生み出す最高の
「食仲酒」を目指したいと、酒造りにかけ
る思いを熱く語りました。

栗原の人に愛される美酒を醸したい

※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

※くりはら人の情報
　をお寄せください
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■ スマートフォンを持っている人の割合
■ 携帯電話を持っている人の割合
■ 両方共に持っていない人の割合

出典：栗原市防災情報の入手方法についてのアンケート調査
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スマートフォンを片手に街行く人をよく見かけます。その様
子は普段よく目にする光景になりました。これは、スマートフ
ォンが普及し、インターネットをはじめ、デジタル技術が私た
ちの生活の中に溶け込んでいることを実感させます。

今月は、デジタル技術を活用することで広がる、暮らしの便
利さを紹介します。

進
む
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

普
及
と
年
代
間
の
格
差

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で

情
報
を
調
べ
る
こ
と
。
そ
れ
は
、

私
た
ち
の
生
活
の
中
で
、
当
た
り

前
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

市
は
、
令
和
４
年
度
後
半
に
全

世
帯
を
対
象
に
防
災
情
報
の
入
手

方
法
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
全
て
の
市

民
に
防
災
情
報
を
確
実
に
届
け
る

仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に

行
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
調
査
の
結
果
、
市
民
の
多

く
が
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
す
で
に
持
っ
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
市
民

の
多
く
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
で
き
る
環
境
を
持
っ
て
い
る
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。

回
答
者
約
２
万
３
９
０
０
人
の

う
ち
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ

て
い
る
人
の
割
合
は
、
20
歳
か
ら

50
歳
代
で
９
割
以
上
、
60
歳
代
で

８
割
強
、
70
歳
代
で
約
６
割
い
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、

70
歳
以
降
は
、
そ
の
他
の
年
代
と

比
べ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
持
っ

て
い
る
人
の
割
合
が
低
い
こ
と
が

見
え
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、こ
の
調
査
で
、ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
人
に
理
由

を
聞
い
た
と
こ
ろ
、１
位
か
ら
順
に

「
操
作
方
法
が
不
安
」、「
毎
月
の
維

持
費
が
高
い
」、「
本
体
の
購
入
代
金

が
高
い
」と
い
っ
た
意
見
が
聞
か
れ
、

課
題
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

高
清
水
地
区
で
活
動
す
る
笑
福

会
で
は
、
こ
れ
ま
で
２
回
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
出
前
講
座
を
受
講
し
ま

し
た
。「
自
分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

を
も
っ
と
自
由
に
使
い
た
い
」。そ

の
思
い
か
ら
受
講
し
た
も
の
で
す
。

始
め
に
私
が
日
頃
疑
問
に
思
っ

て
い
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
使
い

方
を
講
師
に
聞
く
と
、
丁
寧
な
説

明
で
分
か
り
や
す
く
、
疑
問
が
解

決
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
他
の
会

員
か
ら
も
次
々
に
質
問
が
出
て
、

２
時
間
の
受
講
時
間
が
あ
っ
と
い

う
間
で
し
た
。

今
回
の
講
座
で
は
、
市
の
情
報

が
配
信
さ
れ
る
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

に
も
登
録
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

会
員
同
士
で
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

さ
っ
そ
く
や
り
取
り
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

Interview

●市民のスマートフォン・携帯電話所有状況

スマートフォンの普及で情報格差をなくす

市ウェブサイト

い・ど・う市民
セミナー

市では、市民の皆さんへ防災情報を確実に届ける
仕組みづくりとして、スマートフォンの購入補助や
操作方法を伝える取り組みを始めています。

ぜひ、利用してください。

い・ど・う市民セミナー
スマートフォン出前講座

市の職員を講師として派遣する、い・ど・う市民
セミナーでは、スマートフォンの操作を学ぶ講座が
あります。普段使っているスマートフォンを操作し
ながら受講できます。
●講座内容

スマートフォンの基本的な操作方法と安全に使
うためのポイント、市公式ＬＩＮＥ、マイナポー
タル、市が提供するオンラインサービス、新幹線
の切符の購入方法など
※講座内容は受講する人の希望に合わせて調整できます。

●募集定員
２人～１０人以内

●申し込み
市政情報課、各総合支所市民サービ

ス課に備え付けのガイドブックを確認
の上、申し込みください。
※詳しくは、ガイドブックまたは、

市ウェブサイトで確認してください。

企画部市政情報課　☎（２２）１１２６

市ウェブサイト

高齢者スマートフォン
購入費補助金

高齢者スマートフォン購入費補助金
７０歳以上の人で、スマートフォンを初めて購入

する人に購入費用を補助しています。
●対象

次の要件を全て満たす人
□昭和３０年３月３１日以前に生まれた人
□令和７年３月３１日までに、自身が使用する目

的で指定販売店からスマートフォンを初めて購
入し、モバイルデータ通信契約※をした人
※携帯電話会社が提供するインターネット通信のこと
※携帯電話からスマートフォンへの機種変更を含む

□世帯内でスマートフォンを持っている人がいない
□市税の滞納がない世帯
□市防災行政無線戸別受信機の貸与を受けていな

い人
□購入後に栗原市安全安心メールまたは、市公式

ＬＩＮＥに登録した人
※４月以降は、対象年が１年増しになります。

●助成金額
最大２万円
※本体購入費用、充電器購入費用、事務等手数料の合計金額に

対して補助します。

●申込方法
次の①～③の手順で申し込みください。
①指定販売店でスマートフォンを購入し、栗原市

安全安心メールまたは、市公式ＬＩＮＥに登録
②店舗備え付けの申請書に証明印を押印してもらう
③申込書に必要事項を記入の上、提出書類を添え

て各総合支所市民サービス課に提出
●指定販売店

□ケーズデンキ築館店
□ドコモショップ栗原店
□ソフトバンク築館
□ａｕショップ築館
※詳しくは、市ウェブサイトで確認してください。

総務部危機対策課　☎（２２）１１４９

 さ とう けん じ

佐藤  健治 さん（高清水６区）

笑福会 会長

特 集 デジタル技術でつなぐ未来

特集  デジタル技術でつなぐ未来
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Interview

各種証明書のオンライン交付申請
マイナンバーカードを利用して、各種証明書のオ

ンライン交付申請ができます。
申請から手数料などの決済までを、いつでもオン

ラインで完結できます。また、証明書は後日、住所
登録地へ郵送するため、窓口への来庁は不要です。
●取得できる証明書

戸籍・除籍全部（個人）事項証明書、除籍謄本・抄
本、住民票の写し、税証明書、独身証明書、身分
証明書など

●決済方法
□クレジットカード

ＪＣＢ、ＶＩＳＡ、Ｍａｓｔｅｒｃａｒｄ など
□ＱＲコード決済

ＰａｙＰａｙ
●郵送料

□レターパックライト　４３０円
□レターパックプラス　６００円
※いずれかの方法を選択できます。
※別途、証明書発行手数料がかかります。

●準備するもの
パソコンまたは、スマートフォン、マイナンバー

カード、署名用電子証明書の暗証番号、カードリー
ダー
※その他、専用アプリのインストールが必要です。

●申請方法
栗原市スマート申請システムから

申請してください。
※注意事項などは、栗原市スマート申請シス

テムで確認してください。

市民生活部市民課　☎（２２）３２１１

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
は
、
町

内
会
で
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

志
波
姫
地
区
の
南
区
町
内
会
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

私
た
ち
の
町
内
会
で
は
、
会
員

へ
お
知
ら
せ
を
ま
と
め
た
、
か
わ

ら
版
を
白
黒
刷
り
で
紙
に
印
刷
し

て
発
行
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
加

え
、２
年
ほ
ど
前
か
ら
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
Ｓ
と
い
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
、
か
わ

ら
版
や
町
内
会
の
出
来
事
を
希
望

す
る
会
員
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
に
配
信
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
町
内
会
の
約
３
割
の

家
庭
で
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
利
用
す
る
人
か
ら
は
、

か
わ
ら
版
な
ど
の
情
報
が
カ
ラ
ー

で
見
ら
れ
る
と
好
評
で
す
。
ま
た
、

会
員
同
士
の
懇
親
に
も
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
災
害
が
発
生
し
た

場
合
の
安
否
確
認
な
ど
に
も
役
立

つ
た
め
、
普
段
か
ら
使
い
慣
れ
る

こ
と
で
、
災
害
へ
の
備
え
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。

栗原市公式ＬＩＮＥ
市では、公式ＬＩＮＥアカウ

ントを開設し、イベント情報や
防災情報などのお知らせを発信
しています。ぜひ、友だち登録
してください。
●主な機能

□３つの情報区分
情報の区分ごとに、市ウェ
ブサイト上の知りたい情報
にアクセスできます。

□欲しい情報を選んで受信
受信設定を行うことで、受け取りたい分野の情
報を選んで受信できます。また、安全安心メー
ルをＬＩＮＥで受け取ることもできます。

□通報機能
道路や防犯灯の異常、公園の不具合、鳥獣の目
撃情報、犬猫などの死骸の発見場所などを位置
情報と写真を添付し、市に連絡できます。

□ごみの分別検索
トーク画面で、捨てたい物の名称を入力・送信
すると、ごみの種別や分別方法が自動返信され
ます。また、地区ごとのごみカレンダーを随時
配信しています。

●登録方法
スマートフォンやタブレットなどにＬＩＮＥ

アプリをインストールし、ＩＤ検索で
「＠ｋｕｒｉｈａｒａｃｉｔｙ」と入力して
検索するか、次の二次元コードを読み
込んで、友だち登録してください。

企画部市政情報課　☎（２２）１１２６

デ
ジ
タ
ル
技
術
な
ど
を
活

用
し
、
市
民
生
活
の
利
便
性

向
上
や
行
政
の
効
率
化
に
取

り
組
む
市
Ｃ
Ｉ
Ｏ
補
佐
官
に
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
で
、私
た
ち
の

暮
ら
し
が
ど
の
よ
う
に
変
化

し
て
い
る
の
か
聞
き
ま
し
た
。

市
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活

用
し
、
市
民
生
活
を
よ
り
便
利
で

豊
か
に
す
る
こ
と
を
推
進
し
て
い

ま
す
。

例
え
ば
、行
政
手
続
き
が
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
手
続
き
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
市
役
所

の
窓
口
を
訪
れ
て
い
た
市
民
の
皆

さ
ん
も
、
そ
も
そ
も
窓
口
に
行
か

ず
に
済
む
ケ
ー
ス
も
増
え
て
き
ま

し
た
。

さ
ら
に
今
後
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で
窓
口
相
談
も
で
き
る
よ
う
検
討

を
進
め
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
今

後
も
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、

市
民
生
活
を
便
利
で
豊
か
に
す
る

た
め
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

一
歩
前
に
踏
み
出
す

３
月
に
入
り
、
転
入
届
や
転
出

届
な
ど
、
手
続
き
が
必
要
な
人
が

多
く
な
る
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
時
は
、
新
生
活
の

準
備
な
ど
、
毎
日
が
忙
し
く
な
り

が
ち
で
す
。
そ
こ
で
、
役
立
つ
の

が
今
回
紹
介
し
た
栗
原
市
ス
マ
ー

ト
申
請
シ
ス
テ
ム
な
ど
で
す
。
イ

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
経
由
し
て
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
総

合
支
所
の
窓
口
で
の
手
続
き
時
間

の
短
縮
や
、
そ
も
そ
も
総
合
支
所

へ
行
か
な
く
て
も
済
む
場
合
も
あ

り
、
負
担
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

ま
た
、春
を
迎
え「
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
し
て
み
た
い
」と
い
う
気

持
ち
を
持
つ
人
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
よ
う
な
人
で
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
マ
ス
タ
ー
し
た
い
と
い

う
人
に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
出

前
講
座
の
受
講
が
お
薦
め
で
す
。

「
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
持
っ
て

い
る
け
れ
ど
、
機
能
が
良
く
分
か

ら
な
い
」、
あ
る
い
は「
興
味
は
あ

る
け
れ
ど
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
、

ま
だ
持
っ
て
い
な
い
人
」は
、ぜ
ひ
、

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
が
使
え
る
よ

う
に
な
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
得
た
り
、
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な

場
面
で
利
便
性
が
向
上
し
ま
す
。

新
し
い
こ
と
を
始
め
る
。
そ
れ

は
、
前
向
き
な
気
持
ち
と
共
に
、

う
ま
く
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
い
う

不
安
な
気
持
ち
も
伴
い
や
す
い
も

の
で
す
が
、
一
歩
前
へ
踏
み
出
す

こ
と
で
新
た
な
可
能
性
が
広
が
り

ま
す
。

春
の
足
音
が
聞
こ
え
始
め
る
こ

の
時
期
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
利
用

で
生
活
を
よ
り
便
利
に
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
災
害

時
の
情
報
収
集
と
安
否
確
認
の
手

段
と
し
て
備
え
る
こ
と
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

インターネットなどデジタル技術を利用する人が増え、さまざまな場面で使われる
ようになった現在、市でも、市民の皆さんの利便性を向上させるため、それらを利用
した行政サービスを開始しています。

 さい とう かず のり

齋藤  和則 CIO補佐官

市デジタル行政推進室
 すず き ひろ ゆき

鈴木  宏之 さん（志波姫南）

志波姫南区町内会 役員

栗原市スマート申請サービス
市のスマート申請システムを利用して、スマートフォ

ンやパソコンから、いつでも各種手続きができます。
●主な内容

□各種証明書のオンライン交付申請
□犬の登録事項各種変更届・注射済票再交付申請、

犬の死亡届
□水道使用者等変更届
□市長へのメール、市民なんでも窓口、広報くり

はらアンケート など
※各種証明書のオンライン交付申請の詳細は、右の内容を確認

してください。

●申請方法
市スマート申請システムから申請

してください。
※この他にも窓口での待ち時間を短縮する

サービスなどもあります。詳しくは、市
ウェブサイトで確認してください。

ぴったりサービス
国のマイナポータルを活用して、市への申請や届

け出などができるサービスです。
●子育て関連

教育・保育給付認定申請、氏名・住所変更の届
出、児童手当等の現況届 など

●高齢者・介護関連
介護保険被保険者証の再交付申請、

要介護・要支援認定の申請 など
※この他にも申請できる手続きがあります。

詳しくは、市スマート申請システムで確
認してください。

栗原市スマート
申請システム

栗原市スマート
申請システム

市公式ＬＩＮＥ

市ウェブサイト

行政手続き
オンライン
申請サービス

 
 

ラ

イ

ン

 

ワ

ー

ク

ス

  ビ ザ マ ス タ ー カ ー ド

 ペ イ ペ イ

特 集 デジタル技術でつなぐ未来

デジタル技術で行政サービスを
もっと便利に

使い慣れることで
災害への備えにつながる
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栗原市Facebook
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　１月２４日（金）、一迫商業高等学校から市に対
し、寄付金の贈呈がありました。
　同校では、地域事業者と連携を図りながら、職
業人として社会に役立つ人材を育成することを目
的に、平成１７年度から「栗原版デュアルシステ
ム」に取り組んでいます。その活動のうち、今年
度の販売実習で得られた収益金を、市へ全額寄付
されたものです。
　市では今後、寄付金を保育所や幼稚園、放課後
児童クラブなどの環境の充実に活用していきます。

　１月１５日（水）、一迫地区の水神社境内にある
小僧不動の滝で、小正月の恒例行事「第４４回小
僧不動の滝寒中みそぎ」が行われました。
　当日は、市内外から男女３９人が参加。男性は
白いふんどし、女性は白い装束を身に付け、極寒
の中、滝つぼの周りに並び「エイホ、エイホ」、「ハ
ラエドノオオカミ」と大声で唱えて気合いを入れ
た後、７メートルの高さから流れ落ちる滝に打た
れながら、家内安全や無病息災、大願成就などを
祈願しました。

　初めての飛行機、初めての海外、初めての食文化。初めて尽くしの経験の中
で特に思い出に残っているのは、現地の中学生との交流です。一緒に工場見学
をした際、お土産コーナーのメニューを悩みながら眺めていると、生徒の一人
が「アイスと飲み物どちらがいい」と、英語で私に尋ねてきました。私が「アイ
ス」と答えると、私の代わりに率先して注文してくれて、心がとても温かくな
りました。一生懸命コミュニケーションを取ってくれる生徒の気持ちに応えよ
うと、私も慣れない英語で精一杯思いを伝えました。
　この研修を通じて「感謝の気持ちを忘れないこと」、「伝えようとする気持
ち」の大切さを学びました。母や仲間、現地ガイド、通訳など、多くの人たち
の助けがあったからこそ、たくさんの経験ができ、台湾のことが大好きになり
ました。これからも、この気持ちを大切にしていきたいです。ありがとうござ
いました。「謝謝」

　私は、以前から海外の文化や景観に興味があり、日本との違いを現地で体感
したいと考えていました。そうした中、派遣事業のことを知り、応募しました。
　台湾に降り立って最初に感じたのは、気候の違いです。１２月下旬にも関わ
らず、長袖１枚で過ごせるほどの暖かさに驚きました。また、街の大通りには
食べ物の屋台がたくさん並び、日本では見られない光景に驚きの連続でした。
　現地の中学生との交流でも、多くの驚きがありました。菓子やスマートフォ
ンの持ち込み、ピアス、染髪など、日本の校則で禁止されている事の多くが許
されていて、衝撃を受けました。しかし、生徒たちは自分で考えて良し悪しを
判断し、自律心を持って行動していました。また、私たちのことをよく気にか
けてくれて、簡単な英語やジェスチャーで積極的に交流してくれました。
　この研修で、海外への興味がより深まりました。貴重な体験をたくさんの人
に伝え、今後も国際的視野を広げて、人生をより良いものにしていきたいです。

　１２月２３日（月）から２７日（金）まで姉妹都市の
台湾南投市で、くりはら親善大使派遣事業海外研修
を実施しました。
　市内在住の中学２年生と義務教育学校８年生の計
２０人が、台湾の生活や文化などに触れ、現地の中
学生との交流を通じて、日本とは異なる文化を理解
する重要性を知る貴重な体験をしました。
　参加した団員のうち、２人の体験を紹介します。

　元県築館農林振興事務所副所長の長田由紀雄さ
ん（築館駅前）に瑞宝双光章、元築館町消防団副分
団長の三塚精長さん（築館宮野下町）に瑞宝単光章
が授与されました。
　受章に当たり長田さんは「このたびの受章は、
関係者の皆さん、長年支えてくれた家族のおかげ
と思っています。ありがとうございます」と、三
塚さんは「このたびの受章は、身に余る光栄です。
これまで支えていただいた皆さまに、心より感謝
申し上げます」と、喜びを述べられました。

　１月１８日（土）に鎌田さわ子さん（栗駒大鳥
中）、２４日（金）に只野しげ子さん（高清水９
区）、３０日（木）に五十嵐みゑさん（栗駒馬場）が
１００歳を迎えられました。
　子育てや農業に励んだ鎌田さんは、現在、友人
との会話を楽しみながら元気に過ごしています。
働き者だった只野さんは、仕事の思い出話に今も
花を咲かせています。高齢者福祉施設で暮らす五
十嵐さんは、長年一緒に暮らした愛猫の「クロ」が
面会に来てくれるのを楽しみに過ごしています。

〔左から〕長田さん、三塚さん〔左から〕鎌田さん、只野さん、五十嵐さん

〔左から〕一迫商業高等学校の伊藤萌さんと今野愛渚さん、佐藤市長

                                                                                                       おさ   だ     ゆ     き     お

みつ  づか  せい ちょう

シェイシェイ

      かま    だ

    ただ    の

い が ら し

令和６年度

くりはら親善大使派遣事業海外研修

古川黎明中学校２年
高階 咲希 さん（築館根岸）
たか がい     さ    き

志波姫中学校２年
後藤 悠 さん（志波姫北）

ご   とう  はるか

①

②

③

④ ⑤

①９．２１地震教育園区での集合写真　②現地の中学生と共にボーイスカウトの指導を受ける親善大使
③中華圏の伝統的な舞「龍舞隊」を現地の先生から指導を受ける親善大使　④台湾の歴史を現地の中学生と一緒に学ぶ親善大使　⑤授業風景

子どもたちの未来のために 極寒の滝行で大願成就を祈願

長寿１００歳おめでとうございます 高齢者叙勲を受章
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　３月２８日（金）から２９日（土）にかけて、東京
都渋谷区の代々木体育館で開催される「第５６回
マクドナルド全国ミニバスケットボール大会」に、
金成小中学校６年の鈴木夢月さん（金成有壁３）が
出場します。鈴木さんは、一関市のクラブチーム

「Ｂｂａｓｅ」に所属し、１月に行われた予選で優
勝したことから、初の全国大会出場を決めました。
　大会に向け鈴木さんは「全国大会出場を目標に
頑張ってきたので、自分の力をしっかりと発揮し
てきます」と、抱負を語っています。

　３月２１日（金）から２３日（日）にかけて、静岡
県浜松市の天竜ボート場で開催され、ボートの甲
子園ともいわれる「第３６回全国高等学校選抜ロー
イング大会 ＪＯＣジュニアオリンピックカップ
大会」の女子ダブルスカルの部に、佐沼高等学校
２年の黒木にこりさん（若柳上町）が出場します。
　黒木さんは、昨年１０月に行われた東北予選で
優勝し、初の全国大会出場を決めました。大会に
向け、黒木さんは「初めての全国大会で全力を尽
くせるように頑張ります」と、意気込んでいます。

　３月２８日（金）から３０日（日）にかけて、京都
府亀岡市の亀岡運動公園体育館で開催される「文
部科学大臣旗 未来くん杯 第１９回全国中学生空
手道選抜大会」の組手中学生女子２年の部に、築
館中学校２年の小野寺柚唯菜さん（志波姫宮中）が
出場します。
　昨年１２月に行われた県予選で３位入賞を果た
し、全国大会出場を決めた小野寺さんは、大会に
向け「一戦一戦全力を尽くし、上位入賞を目指し
ます」と、意気込みを語っています。

                                                                   すず   き     ゆ     ず

ビ ー ベ ー ス

くろ   き

お     の   でら    ゆ     い     な

　２月１０日（月）、市は、有機農業に地域ぐるみ
で取り組む「オーガニックビレッジ宣言」をしまし
た。この宣言は、環境に配慮した農業を推進する
国の「みどりの食料システム戦略」の一環として、
行ったものです。
　今後、市では、有機農業に取り組む生産者や
国、県、新みやぎ農業協同組合と連携しながら、
有機農業の拡大や生産技術の向上、有機農産物の
消費拡大などに取り組み、地域全体で持続可能な
農業の実現を目指していきます。

　２月１日（土）、一迫地区の真坂商店街で「第６０
回春を呼ぶ裸たるみこし」が開催されました。
　この祭りは、一迫青年会が中心となって企画
し、酒だるを乗せたみこしを担いで地区内を練り
歩き、子孫繁栄や無病息災など、今年１年の無事
を祈願するものです。当日は、さらしや法被姿の
男女７０人が、沿道からの温かい声援と力水を浴
びながら、商店街を練り歩き「ワッショイ、ワッ
ショイ」と威勢のいい掛け声を上げ、すぐそこま
で来ている春を力強く呼び込んでいました。

　２月１日（土）と２日（日）の２日間、国立花山青
少年自然の家を会場に「第２０回花山雪っこまつ
り」が開催されました。
　この祭りは、地域の活性化を目指して実行委員
会と国立花山青少年自然の家が連携し、毎年この
時期に開催しているもので、当日は、市内外から
５００人以上が集まりました。会場では、ドッチ
ビーや綱引き、そり・チューブ滑りなどの他、足
湯体験や軽食販売なども行われ、大いににぎわい
ました。

　１月２５日（土）、志波姫中学校体育館で「ウルフ
ドッグス名古屋バレーボール教室」を開催しました。
　バレーボールの国内トップリーグに参戦するウ
ルフドッグス名古屋のスタッフで、元選手の佐藤
和哉さん（高清水地区出身）と椿山竜介さんを講師
に招き、市内の小・中学生約７０人が、２時間に
わたり、基本技術やサーブレシーブ、スパイクな
どの技術指導を受けました。
　参加者は「教えてもらったことを、日々の練習
でも意識したい」と、感想を語りました。

▲オーガニックビレッジを宣言する佐藤市長と出席者 ▲スノーチューブで斜面を滑り降りる参加者

                                                                                                                                                                さ   とう

かず   や                                                                                         つばきやまりょうすけ

　３月２９日（土）から３１日（月）にかけて、千葉
県白子町のサニーコートで開催される「第２４回
全国小学生ソフトテニス大会」に、若柳小学校６
年の千田俐生さん（若柳片町１）、栗駒小学校５年
の安　快晟さん（栗駒八日町）、栗駒南小学校４年
髙橋凜さん（栗駒桜田下）、鶯沢小学校４年の菅原
あかりさん（鶯沢駒場上）が出場します。
　６年生の千田さんは「小学生最後の大会なので、
悔いが残らないよう最後まで全力を出し、楽しん
できます」と、意気込みを語っています。

〔上段左から〕千田さん、安　さん〔下段左から〕菅原さん、髙橋さん

                 ち     だ     り     お

        あん  どう  かい  せい

たか  はし  りん                                                                                                                                        すが  わら

大好きなバスケで初の全国へ小学生ソフトテニスの頂点へ

一戦一戦全力を尽くす ボートの甲子園に初出場

みんなで楽しい雪遊びオーガニックビレッジを宣言

声援と力水を浴びて 国内トップクラブの技術を学ぶ
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※ブッくる号、おはなし会の日程は、市内の情報カレンダーをご覧ください。

家系図をつくる。
永峰 英太郎 著、渡辺 宗貴 監修　自由国民社
　家系のルーツを追うために必要な要素
をすべて解説。戸籍の基本知識や集め
方、戸籍より１～２世代前の先祖の調査
方法、判明した先祖の職業・身分の調べ
方、１０００年前からの大きな家系の流
れの追い方などを取り上げる。

巨石運搬！海をこえて大阪城へ
鎌田 歩 作　アリス館

　ここは瀬戸内海の島。石の名産地で
す。高くそびえ立つ崖から大きな石を切
り出すと、船にのせ、大阪へ。運びこま
れた石は、大阪城の石垣に使われるので
す。大きな石の長い旅を描く絵本。

かま    た     あゆみ

●図書館利用者カードの更新をお願いし
ます
　図書館では、利用者カードを登録し
てから５年ごとに住所、電話番号、勤
務先などに変更がないか確認し、有効
期限を更新しています。対象者にはカ
ウンターで声掛けしますので、利用者
カードと証明書類（運転免許証、マイナ
ンバーカードなどの現住所が確認でき
るもの）の提示をお願いします。
　また、進学、就職などで住所に変更が
ある人も手続きが必要です。速やかに
最寄りの図書館（室）へ届け出ください。

▲萩野酒造株式会社

妥協なき日本酒造り

インタビュー　川股 謙介 さん
　日本酒の製造と営業を担当する川股さ
ん。仙台や東京などで行われる試飲会を通
じて日本酒の魅力を
発信しています。試
飲したお客さんの喜
ぶ姿がとてもうれし
く、やりがいを感じ
ています。今後もさ
らに工夫を重ね、よ
り商品の魅力が伝わ
る営業を目指します。

かわ  また     けん  すけ

　萩野酒造株式会社は、金成地区で１８０年以上にわた
り、高品質な日本酒の製造・販売を行っています。
　同社では、徹底した衛生管理の下、１つ１つ酒造りの工
程を丁寧に、妥協せず仕上げることで、澄み切った雑味の
ない日本酒を生み出しています。
　日本酒の味は、わずかな手抜きでも大きく変わると語る
佐藤代表取締役は、仕込みだけでなく、後片付けなど細部
にも気配りを徹底することで、理想の酒造りを追求してい

ます。こうした
取り組みから、
多くの日本酒愛
好家から高く評
価され、今日も
納得のいく日本
酒造りを追い求
め努力を続けて
います。

●所　　在　栗原市金成有壁新町５２
●代 表 者　代表取締役　佐藤 曜平
●従 業 員　９人
●創　　業　天保１１年（１８４０年）
●ウェブサイト　http://www.hagino-shuzou.co.jp/

萩野酒造

ウェブサイト萩野酒造株式会社

なが みね   えい  た  ろう                わたなべ   むね たか

さ   とう     よう へい

　１月２６日（日）、栗駒地区の六日町通り商店街の
ナマケモノ書店で、朗読会が開催されました。
　この朗読会は、岩ヶ崎高等学校の総合的な探究の
授業の一環として開催されたもので、同校２年の佐
藤江里香さん（鶯沢袋）が企画しました。栗駒地区の
地名が出てくる童話「ヤセゴロウ時計」の朗読の他、
同校軽音楽部の演奏や、全国の図書館を巡る本の

ヒーロー「輝望
閃 詩 ダ ク シ オ
ン」による朗読
も行われ、訪れ
た人たちは、話
や演奏にじっく
りと聞き入りま
した。

　２月８日（土）と９日（日）、２４日（月）の３日間、
若柳総合体育館で「栗原市フットサルフェスティバ
ル」が行われました。
　この大会は、市スポーツ協会の事業の一環として
市サッカー協会が主催したもので、小学生、中学
生、大人の各部合わせて２３チームが参加しまし
た。試合では、大人顔負けのプレーをする中学生が

注 目 を 集 め た
他、シュートや
ゴールの瞬間に
は、会場から歓
声が上がり、選
手と会場が一体
となって試合を
楽しみました。

　１月２６日（日）、高清水体育センターを会場に「瀬
峰・高清水スポーツ交流会」を開催しました。
　このイベントは、家庭バレーボールを通じて地区
や世代の垣根を越えた交流を促進することを目的に
開催したもので、瀬峰地区と高清水地区の１０歳代
から７０歳代まで約１２０人が参加しました。
　切れのあるスパイクやネット際で繰り広げられる

白熱した攻防の
他、笑いを誘う
面白おかしいプ
レーや、気合い
の入った応援の
数々に、会場は
大いに盛り上が
りました。

　１月３１日（金）、金成子育て支援センターで「豆
まき会」を開催しました。
　この催しは、間近に控えた節分を楽しんでもらお
うと、金成子育て支援センターが企画したもので、
当日は、支援センターを利用する親子と金成保育所
の子どもたちが参加しました。
　豆まきが始まると、さっそく子どもたちは大豆に

見立てた小さな
ボールを鬼の絵
に向かって投げ
たり、子ども同
士で楽しそうに
遊んだりと、笑
顔あふれる時間
を過ごしました。

　１月１３日（月）、細倉マインパークで「鶯の里ど
んと祭」が開催されました。
　鶯沢地区では、地域の人が参加しやすいよう、休
日の昼間にどんと祭を開催し、無病息災や家内安全
を祈願する伝統行事として親しまれています。
　会場には、役目を終えた正月飾りを手にした多く
の人が集まり、笑顔で新年のあいさつを交わす姿が

見られました。
　また、お焚き
上 げ が 始 ま る
と、訪れた人た
ちは御神火に手
を合わせ、今年
１年の無事を願
いました。

　図書館１階の情報交換プラザは、個人や
グループの作品展示スペースとして、無料
で利用できます。作品の展示を希望する人
は、図書館まで問い合わせください。

情報交換プラザ展示

                                                                                                                                                                                 さ

とう    え     り     か

                                                                                                                                                                       き     ぼう

                                                                                                                               せん     し

図書館

市ウェブサイト

図書館

Facebook

市立図書館☎（２１）１４０３
【開館時間】
●火～金曜日：午前１０時～午後６時
●土・日曜日：午前　９時～午後５時

【休館日】
●毎週月曜日、祝日（月曜日が祝日の
場合、その翌日も休館）

お す す め今月の 本
お知らせ
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　各地区の催しを、毎月５地区ずつ紹介します。
　取材を希望する場合は、催しを開催する２カ
月前までに、市政情報課（☎22-1126）へ連絡
してください。

MACHI no
WADAI

まちの話題
ズームアップ

高校生による朗読会

熱く激しい競り合いに沸く

家庭バレーボールで交流

豆まきで交流 今年１年の無事を願う



みんなの健康 みんなの健康
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月日 医　　　科 歯　　科 調剤薬局

―

―

―

―

―

１月の３歳児健診で、むし歯のなかった子どもたちを紹介します。

※了解を得た人のみ掲載しています。

ストレスは誰にでもあります

が、ためすぎると心や体の不調

につながります。

ストレスのサイン
ストレスは、心が感じるプレッ

シャーのことです。

ストレスがたまると、不安や

緊張でイライラする、急に泣き

出す、やる気がなくなるなど心

のサインが出る他、頭痛や腹痛、

眠れない、食欲がなくなるなど

の、体のサインもあります。

自分に合ったストレス解消法を
心や体が疲れたときは、次の

方法をできる範囲で行ってみま

しょう。

□体を動かす

□今の気持ちを書き出してみる

□腹式呼吸を繰り返す

□できていることに目を向ける

□音楽を聞いたり、歌を歌う

困った時は誰かに話そう
ストレスを感じたときは、早

めに対処することが大切です。

１人で抱え込まず、親しい人や

信頼できる人に相談しましょう。

また、心の不調が続く場合は、

専門医や相談窓口などに相談す

ることをお薦めします。

　診療時間は、午前９時から午後５時までです。受診する際は、あらかじめ、当番医に電話で症状を伝え、必ず健康保険被保険者
証を持参してください。また、休日当番医は、変更になることがあります。最新の情報は、市ウェブサイトで確認してください。
　なお休日当番医の診療時間に、二次救急医療施設（栗原中央病院）を直接受診することは、控えましょう。

市民生活部健康推進課　☎（２２）０３７０問休日急患診療当番医・調剤薬局

３月は自殺対策強化月間

こころとからだの
セルフケア

3/2
（　）日

9
（　）日

16
（　）日

23
（　）日

30
（　）日

春分の日

20
（　）木

達内科
［築館］☎（22）2655

石橋病院
［若柳］☎（32）2583

阿部内科医院
［若柳］☎（32）6929

佐藤外科医院
［築館］☎（22）2661

日野外科内科
［築館］☎（22）2005

若柳消化器内科
［若柳］☎（32）2316

氏家医院
［若柳］☎（32）2328

高橋ハートクリニック
［瀬峰］☎（59）2005

平田内科
［栗駒］☎（45）2126

阿部内科医院（院内）
［若柳］☎（32）6929

氏家医院（院内）
［若柳］☎（32）2328

平田内科（院内）
［栗駒］☎（45）2126

栗原市立若柳病院
［若柳］☎（32）2335

ほそや小児科
［栗駒］☎（45）5660

栗原市立栗駒病院
［栗駒］☎（45）2211

川井歯科医院
［瀬峰］☎（38）4110

ヨネキ薬局 築館店
［築館］☎（21）1225

恵薬局
［若柳］☎（32）6375

東町調剤薬局
［築館］☎（21）0012

薬師調剤薬局
［築館］☎（21）2555

サトウ調剤薬局
［若柳］☎（25）4530

せみね調剤薬局
［瀬峰］☎（38）3178

サデン調剤薬局
［若柳］☎（35）1178

一桝新生薬局
［栗駒］☎（45）2789

一桝介護調剤センター
［栗駒］☎（45）3035

（　　　）築　館
阿部 凌空くん
 あ べ り く

（　　　）築　館
岩﨑 華那ちゃん
 いわ さき は な

（　　　）築　館
五雲寺 巧くん
 ご うん じ たくみ

（　　　）築　館
佐藤 宏樹くん
 さ とう ひろ き

（　　　）築　館
三留 愛梨ちゃん
 み とめ あい り

（　　　）若　柳
佐々木 蒼桜くん
 さ さ き あ お

（　　　）若　柳
佐々木 小瑛ちゃん
 さ さ き こ はな

（　　　）若　柳
千葉 さつきちゃん
 ち ば

（　　　）高清水
伊達 つぐみちゃん
 だ て

（　　　）瀬　峰
氏家 雅くん
 うじ いえ みやび

（　　　）瀬　峰
佐々木 陽菜ちゃん
 さ さ き ひ な

（　　　）瀬　峰
鈴木 瑠華ちゃん
 すず き る か

（　　　）鶯　沢
後藤 優月ちゃん
 ご とう ゆ づ

（　　　）志波姫
伊藤 杏莉ちゃん
 い とう あん り

（　　　）志波姫
白鳥 稟果ちゃん
 しろ とり りん か

（　　　）志波姫
菅原 基市くん
 すが わら き いち

（　　　）志波姫
菅原 蒼太くん
 すが わら そう た

（　　　）志波姫
久光 喜大くん
 ひさ みつ き はる

栗原市メンタルヘルス相談
●日時　３月１１日（火）
１３：３０～
●場所　市役所
●申し込み　４日（火）までに、
各保健推進室に電話で申し
込みください。
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KOSODATE no WA学びのひろば MANABI no HIROBA

献立作成者
食生活改善推進員 鶯沢分会  佐藤 清枝

　栗原栄養士会は、食生活の改善を通じて市民の健康づくりの
支援や、栄養士の資質向上を目指して活動している団体です。
　今年度は、８月の市民公開講座で栄養ブースを設け、減塩と
野菜摂取の重要性について説明しました。１日に取りたい野菜
３５０グラムの食品模型を展示した他、塩分チェックシートを
使用して来場者自身の塩分摂取量を確認しました。
　参加者からは「減塩が大切と分かっているけれど、薄味だと
満足しない」、「野菜はかむのが大変で、たくさんは食べられな
い」といった意見があり、担当した栄養士がそれぞれの悩みに
合わせた丁寧なアドバイスを行いました。
 今後も、市民の皆さんの健康づくりに貢献できるよう活動を
続けていきます。

栗原栄養士会　菊地 愛利

※1人当たりの栄養価 ： 132kcal、たんぱく質7.1ｇ、塩分0.8ｇ

　栗駒中学校では「全校朝読書」をしています。これは、毎週水
曜日の朝、教職員が交代で選定した文章を全生徒が読み、自分
自身の感想をまとめて生徒同士で意見交換をするものです。
　全校朝読書について、１０月にアンケート調査を行ったとこ
ろ「同じ内容を読んでも人によって感想が違うのが面白い」、「普
段あまり交流のない人とも話せる機会になる」といった感想が
寄せられました。また、生徒の約８割がこの活動を前向きに評
価していることが分かりました。一方で「読書が苦手で内容が
理解できない」、「何を話せば良いか分からない」といった声も
一部でありました。
　今後も、生徒一人一人の意見や感想を大切にしながら、さら
に充実した活動となるよう、工夫を重ねていきます。

「全校朝読書」で育む豊かな心

栗原栄養士会の活動紹介

３月

きく   ち     あい   り

芽ひじきとれんこんの酢の物

ポイント ・作り置きもでき、時間を置くと味がよくなじみます。
・コショウを加えてもおいしいです。

❶

❷

❸

❹
❺

芽ヒジキは３０分ほど水で戻し、
水気を切る。
レンコンは２ミリメートル幅のい
ちょう切りにし、酢水に入れてあ
くを抜く。
熱湯で中火にかけ２～３分間ゆでる。
ニンジンは千切りにし、５００ワッ
トの電子レンジで３０秒加熱する。
冷凍枝豆は解凍し、水気を切る。
ボウルに①、②、③、④、ツナ缶を
油ごと入れ、Ａの調味料であえる。

つくり方材料（４人分）
芽ヒジキ（乾） 15g
レンコン 150g
冷凍枝豆（さやなし）
 100g
ニンジン 40g
ツナ缶（油入り） 70g
　　酢 大さじ4
　　砂糖 大さじ2
　　塩 小さじ1/4
Ａ

さ   とう    きよ   え

センターからの連絡帳
　各支援センターでは、施設内の消毒や手
洗いなどの感染防止対策を徹底しています。
　家庭でも感染防
止対策をしっかり
と行い、みんなで
元 気 に 支 援 セ ン
ターへ遊びに来て
ください。

　一迫子育て支援センターでは、３月
１２日（水）に「お別れ会」を開催しま
す。１年間の楽しかった思い出を振り
返りながら、新年度に入園・入所を迎
える子どもたちとの大切な時間を過ご
します。ぜひ、遊びに来てください。

お別れ会

　１月２１日（火）に、お正月遊びを開催しました。
　福笑いや羽根つきなど、昔ながらの遊びを親子
で楽しみました。
　福笑いでは、優しさの中に少し怖さがある絶妙
な表情が完成し、会場は笑いに包まれました。ま
た、羽根つきでは、羽根の代わりに天井から吊る
した風船を、上に弾ませながら遊びました。

お正月遊び
鶯沢子育て支援センター

●お別れ会
　築　館　１４日（金）　午前１０時３０分　　
　若　柳　２１日（金）　午前１０時３０分　
　栗　駒　１９日（水）　午前１０時３０分　　６日（木）
　高清水　１８日（火）　午前１１時　　　　　６日（木）
　一　迫　１２日（水）　午前１０時３０分
　瀬　峰　１７日（月）　午前１０時　　　　　６日（木）
　鶯　沢　　７日（金）　午前１０時３０分　　６日（木)
　金　成　１８日（火）　午前１０時　　　　　６日（木)
●おおきくなったかな
　志波姫　１７日（月）　午前１０時３０分
●お楽しみ会
　花　山　１３日（木）　午前　９時３０分

記号の説明 申込期限申

申
申

申
申
申

こども夜間安心コール
　夜間や休日の急な病気やけがで、救急車を
呼んだ方が良いのか迷うときや、応急処置の
方法を知りたいときに電話してください。
＃８０００　※プッシュ回線、携帯電話
☎０２２（２１２）９３９０　※プッシュ回線以外
●対　　象　１５歳未満
●受付時間　午後７時～午前８時

子育て支援センター
市内にお住まいの人なら、どの支援センターでも
利用できます。
妊婦さんや里帰りの人も気軽に遊びに来てください。

【利用時間】月～金曜日　午前９時～午後５時
●築　館 ☎（２２）９７５２
●若　柳 ☎（３２）３２４３
●栗　駒 ☎（４５）５５８１

【利用時間】第２・４週木曜日　午前９時３０分～１１時３０分
●花　山 ☎（５２）３９２５ ※利用日の２日前までに電話で予約が必要です。

●高清水 ☎（５８）２３５０
●一　迫 ☎（５２）３９２５
●瀬　峰 ☎（３８）２２５０

●鶯　沢 ☎（５５）３１７８
●金　成 ☎（４２）３２５１
●志波姫 ☎（２２）８６１１

掲載以外にも開催
している行事が
ありますので、
市ウェブサイトを
ご覧ください。

子育て

市ウェブサイト

ア ル バ ム
思い出の

今月の主な行事

栗駒中学校
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イベント名 時 間 場 所開催日 問合せ先 開催日 イベント名 時 間 場 所 問合せ先

3 月
202５年

掲載の情報以外は、
市ウェブサイトをご覧ください。

栗原市ウェブサイト

市立図書館　10：30～10：50
　　　　　　14：30～15：00
若柳公民館　10：00～11：00
栗駒図書室　10：00～10：30

おはなし会　☎（21）1403高清水総合支所　　　 14：50～15：20
鶯沢小学校　　　　　 13：35～14：25
志波姫小学校前駐車場 16：00～16：30

若柳公民館 14：20～14：50
瀬峰公民館 14：00～14：30
鶯沢公民館 14：35～14：55
花山小学校 10：15～10：45

移動図書館車
「ブッくる号」
☎（21）1403
※悪天候中止

凡　例
母子手帳交付日　　　9：00～１２：００

休日の家庭ごみ搬入　８：３０～１１：３０
受入 ☎（52）3080　１３：００～１６：３０

開催日 時 間場 所 申込期限 問合せ先各種相談

開催日 時 間場 所 申込期限 問合せ先その他のセミナー

１ 日（土）

２ 日（日）

３ 日（月）

４ 日（火）

５ 日（水）

６ 日（木）

７ 日（金）

８ 日（土）

９ 日（日）

１０ 日（月）

１１ 日（火）

１２ 日（水）

13 日（木）

14 日（金）

15 日（土）

16 日（日）

17 日（月）

18 日（火）

19 日（水）

20 日（木）

21 日（金）

22 日（土）

23 日（日）

24 日（月）

25 日（火）

26 日（水）

27 日（木）

28 日（金）

29 日（土）

30 日（日）

31 日（月）

春分の日

栗原市メンタルヘルス相談 4日（火） 各保健推進室13：30～16：30市役所 11日（火）
精神保健福祉士による
アルコール等依存症専門相談 ７日（金） 大崎保健所栗原支所

（22）211813：00～16：20大崎保健所栗原支所 12日（水）

臨床心理士によるひきこもり専門相談 10日（月） 大崎保健所栗原支所
（22）211813：30～16：40大崎保健所栗原支所 13日（木）

人権相談 仙台法務局古川支局
0229（22）051010：00～15：00

築館総合支所 11日（火）、 25日（火）
高清水総合支所 18日（火）

各保健推進室9：30～11：30すくすく育児相談 21日（金）築館保健センター
各保健推進室10：00～16：00のびのび子育て相談 21日（金） 14日（金）市役所
社会福祉課

（22）134010：00～12：00身体障害者相談 19日（水）各総合支所（築館、若柳、
栗駒、金成、志波姫、花山）

傾聴サロン秋桜 健康推進課
（22）03709：30～11：30市民活動支援センター 12日（水）、 22日（土）

こす もす

オレンジカフェ　ひよっこ 10：00～12：00 オレンジカフェ　ひよっこ〔金成〕 オレンジカフェ　ひよっこ
（44）2046

寄贈「絵画」の展示 9：00～16：00
11月30日まで 栗原文化会館 栗原文化会館

（23）1234

オレンジカフェ　語りすと 10：00～12：00 オレンジカフェ　語りすと
cafe.catalyst.customer@gmail.comカフェ　カタリスト〔築館〕

当日正午13：00～14：001５日（土）

トレーニングルーム利用講習会 当日正午19：30～20：30毎週木曜日
19：00～20：0012日（水）、26日（水）

若柳総合体育館 当日正午 若柳総合体育館 （32）3313
14：00～15：0012日（水）

前日 栗駒総合体育館 （45）588513：00～14：00栗駒総合体育館 毎週日曜日

やさしいヨガ体験会 前日 栗駒総合体育館 （45）588511：15～12：00栗駒総合体育館 1５日（土）

前日 栗駒総合体育館 （45）588514：30～15：15太極拳初心者教室 1５日（土）栗駒総合体育館

骨髄バンク登録相談、HIV・クラミジア・
梅毒抗体検査、肝炎ウイルス検査

４日（火）
18日（火）

大崎保健所栗原支所
（22）21179：30～11：30大崎保健所栗原支所 11日（火）

25日（火）

栗原市精神障がい者家族連合会
（45）463010：00～12：00心の病を持つ方の家族会 8日（土）市民活動支援センター

くりでん絵画展 9：00～20：00
２日まで

イオンスーパーセンター
栗原志波姫店

くりはら田園鉄道公園
（24）7961

地域おこし協力隊活動報告会 10：00～12：00 市民活動支援センター 市民協働課
（22）1164

栗原市民公開講座 14：00～15：30 若柳ドリーム・パル 健康推進課
（22）0370

くりはら合同就職面談会2025春 10：00～11：30 若柳ドリーム・パル ハローワーク築館
（22）2531

くりこまの昔ばなしを語る会 13：30～ みちのく伝創館〔栗駒〕 くりこまの昔ばなしを語る会
（45）3220

地域おこし協力隊卒業写真展 9：00～16：00
２日まで 花山農山村交流センター 市民協働課

（22）1164

細倉マインパークスプリング
コンサート

17：00～18：00
申込：15日まで 細倉マインパーク 細倉マインパーク

（55）3215

企画展「栗駒山麓ジオパークの学習
活動をふりかえる2024」

9：00～17：00
4月7日まで

栗駒山麓ジオパーク
ビジターセンター

栗駒山麓ジオパーク推進協議会
（24）8836

がんサロン「サロンdeよらいん」 14：00～15：30 栗原中央病院 栗原中央病院
（21）5330

デ

第63回伊豆沼・内沼クリーン
キャンペーン

8：30～10：30
雨天時22日（土）

宮城県伊豆沼・内沼サンクチュアリ
センター前他

公益財団法人宮城県伊豆沼・内沼
環境保全財団 （33）2216

第25回くりこま商家のひな祭り 10：00～15：30
３日まで みちのく風土館〔栗駒〕他 くりこま商家のひな祭り

実行委員会 （45）2191

第18回栗原市写真展 10：00～16：00
２日まで（最終日は13：00まで） 栗原文化会館 栗原文化会館

（23）1234

栗駒山麓ジオパーク
学術研究助成成果報告会 13：30～15：30 市役所 栗駒山麓ジオパーク推進協議会

（24）8836

オレンジカフェ　マロンかふぇ 10：00～12：00 オレンジカフェ　マロンかふぇ
（24）9707リハカフェ ALAISE〔若柳〕

ア レ ー ズ

オレンジカフェ　いちごの花 10：00～12：00 コミュニティカフェ　ル・リアン
〔志波姫〕

オレンジカフェ　いちごの花
090（8252）6669

第２６回白鳥省吾賞受賞作品展 9：00～16：30
６月29日まで 白鳥省吾記念館 白鳥省吾記念館

（23）7967
しろ  とり せい　ご

石尊さまの火伏せ祭り 9：30～12：00 石尊神社境内〔若柳〕他 石尊神社総代長　熊谷
090（1060）0707

せき そん

第１回シネマデリバリー 12：00～14：15※
15：15～17：30 みちのく伝創館〔栗駒〕 シネマデリバリー　大橋（藤岡）

chunqitamako@gmail.com

オレンジカフェ　こっから 10：00～12：00 オレンジカフェ　こっから
（24）8512和だんす〔鶯沢〕

オレンジカフェ　六日町 10：00～12：00 オレンジカフェ　六日町
（49）1565

グループホーム
チャレンジド岩ケ崎

くらし・しごとのお悩み出張相談会 自立相談支援センター　ひありんく栗原
（22）763113：30～15：30 瀬峰保健センター

高清水互市 8：30～16：00
30日も開催 旧高清水中学校前通り 仙北街商協同組合

090（3123）7971
たが いち

地域おこし協力隊卒業写真展 8：30～21：30
８日まで 市民活動支援センター 市民協働課

（22）1164

※12：00～14：15は、子どもとその保護者優先
※オレンジカフェとは、認知症の人やその家族、地域住民、専門職など、誰でも集える場です。

高清水・瀬峰・志波姫

鶯沢小・公

鶯沢公

若柳

若柳

花山

築館・若柳・栗駒

築館

築館

築館

築館

※写真は前回開催時の様子です

石尊さまの火伏せ祭り（9日） 細倉マインパーク　スプリングコンサート（16日）地域おこし協力隊活動報告会（8日） 高清水互市（29日、30日）



１９　　広報くりはら　令和７年３月１日 広報くりはら　令和７年３月１日　　１８各総合支所の問い合わせ先　 築館 ☎（２２）１１１１　若柳 ☎（３２）２１２１　栗駒 ☎（４５）２１１１　高清水 ☎（５８）２１１１　一迫    ☎（５２）２１１１　瀬峰 ☎（３８）２１１１　鶯沢 ☎（５５）２１１１　金成 ☎（４２）１１１１　志波姫 ☎（２５）３１１１　花山 ☎（５６）２１１１

市からのお知らせ 栗原市ウェブサイト　     https://www.kuriharacity.jp/ＵＲＬ 栗原市の市外局番　0228記号の説明　　この記号がついて　いる様式などは、市ウェブサイトからダウンロードできます。

▲多くの関心を集めた前回の報告会

市
長
選
挙
・
市
議
会

議
員
一
般
選
挙
立
候

補
予
定
者
等
説
明
会

　
市
長
選
挙
と
市
議
会
議
員
一
般

選
挙
の
立
候
補
予
定
者
等
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
人
や

そ
の
代
理
人
、
政
治
団
体
確
認
申

請
を
予
定
し
て
い
る
団
体
の
関
係

者
は
、
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
３
月
19
日（
水
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
場
所
　
築
館
農
村
環
境
改
善
セ

　
ン
タ
ー（
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
）

●
内
容
　
立
候
補
届
出
手
続
き
な
ど

●
出
席
者
　
立
候
補
予
定
者
１
人

に
つ
き
２
人
以
内

告
示
日
、
投
票
日

●
告
示
日
　
４
月
20
日（
日
）

●
投
票
日
　
４
月
27
日（
日
）

　
栗
原
市
選
挙
管
理
委
員
会

☎（
22
）１
１
２
２

軽
自
動
車
の
廃
車
手

続
き
は
お
早
め
に

　
軽
自
動
車
税（
種
別
割
）は
、
毎

年
４
月
１
日
現
在
で
軽
自
動
車
や

原
動
機
付
自
転
車
、
農
耕
用
作
業

車
な
ど
を
所
有
し
て
い
る
人
に
課

税
さ
れ
ま
す
。

　
手
放
し
た
車
両
の
廃
車
や
名
義

変
更
手
続
き
を
し
な
い
と
、
現
在

の
名
義
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。
４

月
１
日（
火
）ま
で
に
、
次
の
窓
口

で
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

廃
車
手
続
き
窓
口

●
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

□
原
動
機
付
自
転
車（
排
気
量

1
2
5
㏄
以
下
、
定
格
出
力

１
・
０
kw
以
下
）

□
小
型
特
殊
自
動
車（
農
耕
用
、

そ
の
他
）

●
軽
自
動
車
検
査
協
会
宮
城
主
管

事
務
所

☎
０
５
０（
３
８
１
６
）１
８
３
０

□
軽
自
動
車（
三
輪
、
四
輪
）

●
東
北
運
輸
局
宮
城
運
輸
支
局

☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
１
１

□
二
輪
の
軽
自
動
車（
排
気
量

2
5
0
㏄
以
下
）

□
二
輪
の
小
型
自
動
車（
排
気

量
2
5
０
㏄
超
）

　
総
務
部
税
務
課☎（

22
）１
１
２
１

就
学
援
助
費
支
給
制
度

　
経
済
的
理
由
で
就
学
困
難
と
認

め
ら
れ
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

に
、
学
用
品
費
や
校
外
学
習
活
動

費
な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

●
対
象
　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、

令
和
７
年
度
に
小
・
中
学
校
お

よ
び
義
務
教
育
学
校
に
在
籍
す

る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
で
、

生
活
保
護
に
準
じ
る
程
度
に
生

活
が
困
窮
し
て
い
る
人

●
助
成
内
容
　
学
用
品
費
、
校
外

活
動
費
、
通
学
用
品
費
、
新
入

学
用
品
費
、
修
学
旅
行
費
な
ど

の
一
部

●
申
し
込
み
　
３
月
31
日（
月
）ま

で
、
学
校
教
育
課
ま
た
は
、
各

総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に

備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
令
和
６
年
中

の
収
入
額
が
確
認
で
き
る
資
料

を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※

申
請
さ
れ
た
家
庭
に
つ
い
て
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
世
帯
状
況
な
ど
の
所

見
を
求
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
教
育
部
学
校
教
育
課

☎（
42
）３
５
１
２

各
種
予
防
接
種
は

済
ん
で
い
ま
す
か
 

　
次
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な

い
人
は
、
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に

接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

●
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

第
２
期

□
対
象
　
小
学
校
就
学
前（
幼

稚
園
年
長
）の
子
ど
も

●
混
合
ワ
ク
チ
ン（
破
傷
風
、
ジ

フ
テ
リ
ア
）第
２
期

□
対
象
　
小
学
校
６
年
生
の
児
童

●
接
種
期
限
　
３
月
31
日（
月
）

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

☎（
22
）０
３
７
０

　
斐
ノ
城
跡（
斐
野
館
跡
）は
、
若

柳
地
区
有
賀
に
あ
る
中
世
の
城
館

跡
で
す
。
標
高
40
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
丘
陵
に
所
在
す
る
南
北
2
0
0

メ
ー
ト
ル
、
東
西
3
0
0
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
規
模
の
館
跡
で
、
こ
こ

を
中
心
と
し
た
半
径
1
・
2
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
範
囲
に
は
、
鳥

見
館
跡
、
鶴
ヶ
城
、
軽
石
館
跡
、

田
子
屋
館
跡
、
武
鎗
館
跡
の
、
６

つ
の
館
跡
が
分
布
し
ま
す
。

　
仙
台
藩
が
編
さ
ん
し
た
江
戸
時

代
の
地
誌「
封
内
風
土
記
」で
は
、

康
平
６
年（
１
０
６
３
年
）に
八
幡

太
郎
義
家
が
こ
こ
で
年
を
越
し
た

と
記
さ
れ
て
い
て
、
鎌
倉
時
代
の

建
暦
年
中（
１
２
１
１
〜
１
２
１

３
年
）に
は
、
八
幡
神
社
別
当
の

清
原
氏
が
居
住
し
、
室
町
時
代
の

明
応
年
中（
１
４
９
２
〜
１
５
０

１
年
）以
降
は
、
大
崎
氏
の
家
臣

で
あ
る
菅
原
氏
、高
玉
氏
、田
野
崎

氏
が
居
住
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
天
正
元
年（
１
５
７
３

年
）に
大
崎
氏
が
葛
西
氏
に
敗
れ

て
か
ら
は
、
葛
西
氏
の
家
臣
で
あ

る
渋
谷
氏
が
居
住
し
て
い
ま
し
た

が
、
天
正
18
年（
１
５
９
０
年
）に

葛
西
氏
が
滅
亡
し
た
以
降
、
廃
城

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
最
後
の
城
主
で
あ
る
渋
谷
氏
は
、

永
正
18
年（
１
５
２
１
年
）に
八
幡

宮
を
修
造
、
天
正
６
年（
１
５
７

８
年
）に
は
宗
武
山
浄
蓮
寺
を
創

立
し
、
同
寺
が
災
害
に
よ
り
焼
失

し
た
後
に
は
、
官
庭
寺
を
建
立
し

ま
し
た
。

　
長
い
時
を
経
て
、
当
時
の
城
の

面
影
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
戦
国
時
代
の
城
主

が
遺
し
た
寺
院
は
、絶
え
る
こ
と
な

く
地
域
の
歴
史
を
刻
ん
で
い
ま
す
。

教
育
部
文
化
財
保
護
課

☎（
42
）３
５
１
５

栗原の資源を発見、伝え広める学術研究等奨励事業
　栗駒山麓ジオパークでは、栗原の魅力をさらに深く、そして広く知ってもらうために、研究者と
協力して地域資源の発掘と調査を行っています。その取り組みについて紹介します。

●学術研究等奨励事業について
　市内の栗駒山麓部には迫三川
が流れ、火山活動や川の作用に
よって多様な地形や地質が創ら
れました。これらの自然環境の
中で、独自の生態系や文化が成
り立っています。
　栗駒山麓ジオパークでは、こ
の資源を生かした教育活動や観
光事業に取り組んでいます。ま
た、地域の新たな資源発掘と、
学術的価値を生み出すことを目
的に、エリア内で研究活動を行
う研究者に対して研究費の助成
を行っています。
●身近な場所の謎を探る
　栗原の身近な場所には、いつ
どのようにつくられたのか、私
たちの生活にどのような影響を
与えたのかなど、まだ解明され
ていない地形や地質が多くあり
ます。

　こうした謎を解明するため、
研究者たちは日々丹念な調査と
研究を行い、新しい発見や学術
的価値を生み出しています。
　例えば、平成２０年岩手・宮
城内陸地震では、荒砥沢ダムの
上流部で大規模な地すべりが発
生し、多くの研究者が現地で調
査を行いました。
　その結果、地すべり地周辺で
かつて起こった火山噴火の時期
が推定され、周辺地域の地質と
比較することで、地すべり地を
つくる地層や岩石の起源が少し
ずつ明らかになっています。

●成果を生かした取り組み
　栗原には、まだ解明されてい
ない資源が多く眠っていますが
これまでの調査や研究で、新た
な資源の価値が少しずつ明らか
になってきました。
　これらの研究成果は、報告会
などで共有され、ビジターセン
ターでの展示、教育活動やジオ
ガイドの解説などに活用されて
います。
　今後も、研究活動の支援をし
ながら、調査・研究で得られた
成果を分かりやすく伝える活動
を実施していきます。

最新の研究成果報告会
参加者募集　
最新の研究成果を発表する報告会を開催します。
誰でも参加できます。ぜひ、お越しください。

●日　　時　３月１３日（木）
　　　　　　午後１時３０分～３時３０分
●場　　所　市役所
●内　　容　□荒砥沢周辺地域の地質について
　　　　　　□伊豆沼・内沼周辺の地形についてなど
●開催方法　オンライン、現地観覧

※オンラインは事前申し込み制、現地観覧は自由参加です。
　詳しくは、ウェブサイトで確認してください。

はさまさん  せん

101

ジオパーク推進室

ジオパーク ジオパーク

Facebook LINE

ジオパーク

市ウェブサイト

☎（２４）８８３６
ファクス（４５）５９３６

種
　
　
別
　
市
指
定
記
念
物
　史
跡

指
　定
　日
　
昭
和
39
年
３
月
１
日

所
　在
　地
　
若
柳
有
賀
字
八
幡

斐
ノ
城
跡

235 市
内
の
文
化
財
散
策

あ
や

　 の

　じ
ょ
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あ
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は
ち 

ま
ん

た  

ろ
う  

よ
し 

い
え

▲荒砥沢地すべり地内調査の様子▲荒砥沢の地質試料の調査風景
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市
オ
リ
ジ
ナ
ル

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の

デ
ザ
イ
ン
更
新

　
市
誕
生
20
周
年
を
記
念
し
て
、

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン

を
更
新
し
ま
す
。
新
規
登
録
す
る

人
ま
た
は
、交
付
済
み
の
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
か
ら
交
換
を
希
望
す
る

人
に
対
し
て
無
料
で
交
付
し
ま
す
。

●
交
付
開
始
日
　
４
月
１
日（
火
）

●
交
付
場
所
　
各
総
合
支
所
市
民

サ
ー
ビ
ス
課

●
対
象
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

原
動
機
付
自
転
車

□
第
一
種（
50
㏄
以
下
）枠
白
色

□
第
二
種
乙（
90
㏄
以
下
）

　
枠
黄
色

□
第
二
種
甲（
１
２
５
㏄
以
下
）

　
枠
桃
色

小
型
特
殊
自
動
車（
農
耕
用
・

そ
の
他
）
枠
緑
色

ミ
ニ
カ
ー
　
枠
水
色

●
必
要
書
類

新
規
登
録
　
販
売
証
明
書

※
譲
り
受
け
の
場
合
は
、
必
要
書
類
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
換

□
現
在
登
録
し
て
い
る
ナ
ン
バ
ー

　
プ
レ
ー
ト

□
標
識
交
付
証
明
書

※
交
換
費
用
は
1
回
目
の
み
無
料
で
、

破
損
や
、
紛
失
な
ど
再
交
付
の
場
合

は
手
数
料（
３
０
０
円
）が
必
要
で
す
。

●
注
意
事
項
　
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
は
受
付
順
の
交
付
と
な
り
、

番
号
は
選
べ
ま
せ
ん
。

番
号「
・
・
・
１
」は
抽
選
会
を
開

催
し
、
抽
選
に
よ
り
交
付
し
ま
す

●
抽
選
日
　
３
月
28
日（
金
）

　
午
前
10
時
〜

●
抽
選
場
所
　
市
役
所

●
対
象
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
　
原

動
機
付
自
転
車（
第
一
種
、
第

　
二
種
乙
、
第
二
種
甲
）、
小
型
特

　
殊
自
動
車
、ミ
ニ
カ
ー
の
各「
・

　
・
・
1
」の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

●
対
象
者
　
４
月
１
日（
火
）か
ら

４
月
15
日（
火
）ま
で
の
間
に
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
取
り
付
け

が
可
能
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

□
交
付
時
点
で
主
た
る
定
置
場

が
市
内
に
あ
り
、
新
規
登
録

可
能
な
人

□
更
新
す
る
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
へ
の
交
換
を
希
望
す
る
人

●
申
し
込
み
　
３
月
19
日（
水
）ま

で
、
次
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら

電
子
申
請
に
よ
り
申
し
込
む
か
、

12
日（
水
）か
ら
19
日（
水
）ま
で

に
問
い
合
わ
せ
先
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
、
土
・
日
曜

日
を
除
く
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

４
時
30
分

※
申
し
込
み
は
１
人
１
車
種
ま
で

※
申
し
込
み
し
た
人
に
は
、
抽
選
会
の

集
合
時
間
な
ど
、
別
途
通
知
し
ま
す
。

※
抽
選
会
に
参
加
で
き
な
い
人
も
申
し

込
み
可
能
で
す
。

　
総
務
部
税
務
課☎（

22
）１
１
２
１

市
誕
生
 20

周
年
記
念

協
賛
事
業
謝
礼
金

　
市
誕
生
20
周
年
を
盛
り
上
げ
る

た
め
、
市
内
に
活
動
拠
点
を
置
く

企
業
や
団
体
な
ど
が
自
主
的
に
企

画
・
実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
、

謝
礼
金
を
交
付
し
ま
す
。

●
交
付
要
件

□
４
月
１
日（
火
）か
ら
令
和
８

年
３
月
31
日（
火
）ま
で
の
間

に
実
施
す
る
事
業

□
名
称
に「
栗
原
市
誕
生
20
周

　
年
記
念
」の
文
言
が
付
く
事
業

※
こ
の
他
に
も
要
件
が
あ
り
ま
す
。

※
交
付
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
確
認
い
た
だ
く
か
、
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
交
付
金
額
　
１
事
業
当
た
り
最

大
10
万
円

※
1
交
付
対
象
者
に
つ
き
1
件
を
限
度

●
申
し
込
み
　
４
月
１
日（
火
）か

ら
令
和
８
年
３
月
31
日（
火
）ま

で
、
事
業
実
施
計
画
書
　
に
必

要
書
類
を
添
え
て
、
企
画
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
の
詳
細
は
、
準
備
が
整
い
次

第
、
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
企
画
部
企
画
課☎（

22
）１
１
２
５

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

協
力
施
設
を
募
集

　
市
で
は
、
熱
中
症
に
よ
る
健
康

被
害
発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
冷

房
設
備
が
あ
り
、
市
民
な
ど
が
涼

め
る
場
所
と
し
て
開
放
で
き
る
施

設
を
、
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

（
指
定
暑
熱
避
難
施
設
）に
指
定
し

て
い
ま
す
。

　
市
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
ク
ー

リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
と
し
て
開
放

で
き
る
、
民
間
の
協
力
施
設
を
募

集
し
ま
す
。

●
施
設
開
放
の
条
件
　
熱
中
症
特

別
警
戒
情
報（
熱
中
症
特
別
警

戒
ア
ラ
ー
ト
）が
発
表
さ
れ
た

場
合
に
、
開
放
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
曜
日
や
時
間
帯
は
、
各

施
設
で
決
定
で
き
ま
す
。

●
開
放
期
間
　
毎
年
４
月
第
４
水

曜
日
〜
10
月
第
４
水
曜
日

※
令
和
７
年
度
は
、
４
月
23
日（
水
）〜

10
月
22
日（
水
）

●
応
募
条
件
　
次
の
全
て
に
該
当

す
る
施
設

□
施
設
の
開
放
可
能
な
曜
日
と

時
間
帯
を
定
め
ら
れ
る
こ
と

□
冷
房
設
備
を
適
切
に
管
理
・

運
用
で
き
る
こ
と

□
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
利

用
者
が
着
席
し
て
休
憩
・
滞

在
で
き
る
よ
う
、
椅
子
や
ベ

ン
チ
な
ど
の
数
に
応
じ
て
、

お
お
む
ね
５
人
以
上
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
こ
と

□
施
設
情
報（
名
称
、
所
在
地
、

電
話
番
号
、
受
け
入
れ
可
能

人
数
、
開
放
可
能
曜
日
・
時

間
帯
な
ど
）の
公
表
に
同
意

で
き
る
こ
と

□
市
指
定
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル

タ
ー
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た

掲
示
物
を
掲
示
で
き
る
こ
と

●
申
し
込
み
　
応
募
用
紙
兼
同
意

書
　
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

問
い
合
わ
せ
先
に
持
参
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
、
Ｅ
メ
ー
ル

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
環
境
課

　
〒
９
８
７-

２
２
９
３

　
栗
原
市
築
館
薬
師
一
丁
目
７
番

１
号
　
　
　
☎（
22
）３
３
５
０

　
　
フ
ァ
ク
ス（
22
）０
３
５
０

kankyo@kuriharacity.jp

　
４
年
前
、
私
は
市
長
に
就
任

し
て
か
ら
、
明
日
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に「
豊
か
な
美
し
い
く

り
は
ら
」を
引
き
継
ぐ
た
め
、
こ

れ
ま
で
ま
い
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
生
の
声
を
聴

き
、
栗
原
に
真
に
必
要
な
も
の

は
何
か
を
、皆
さ
ま
と
共
に
考
え
、

創
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　
就
任
当
時
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
渦
中

に
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
各

種
支
援
の
対
応
に
追
わ
れ
な
が

ら
も
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人

口
減
少
や
地
域
経
済
の
再
生
な

ど
へ
の
取
り
組
み
の
手
を
緩
め

る
こ
と
な
く
、
小
学
校
25
人
学

級
の
実
施
や
学
校
給
食
費
の
無

償
化
、
小
児
科
医
院
の
誘
致
を

行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
在
宅
介
護
へ
の
支
援

と
し
て
家
族
介
護
慰
労
金
制
度

の
創
設
や
、
乗
合
デ
マ
ン
ド
交

通
を
見
直
し
た
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
事
業
の
開
始
、
身
近
な
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
を
図

る
た
め「
ご
近
所
助
け
愛
交
付

金
」を
よ
り
使
い
や
す
い
も
の

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
な
ど
、

市
民
の
皆
さ
ま
と
お
約
束
し
た

事
業
な
ど
を
、
ほ
ぼ
実
現
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
市
民
の

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
、

改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
は
今
年
、
誕
生
か
ら
20
周

年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
30
年
、
40
年
と
、
さ
ら

に
飛
躍
し
て
い
け
る
よ
う
、
引

き
続
き
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

栗
原
の
未
来
を
見
据
え
て

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

の
定
期
接
種
が
始
ま

り
ま
す
 

　
４
月
か
ら
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
の
定
期
接
種
が
始
ま
り
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
予
診
票
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

●
対
象
　
任
意
予
防
接
種
費
用
助

成
を
受
け
た
こ
と
が
な
く
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

□
令
和
７
年
度
に
65
歳
、
70
歳
、

75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、

95
歳
、
100
歳
に
な
る
人

□
100
歳
以
上
の
人

□
60
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の
人
で
、

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
の
機
能
障
害
が
あ

る
と
厚
生
労
働
省
か
ら
認
め

ら
れ
て
い
る
人

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
任
意
接
種
費

用
助
成
事
業

　
定
期
予
防
接
種
開
始
に
伴
い
、

対
象
者
が
変
わ
り
ま
す
。

●
対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

□
令
和
７
年
度
に
50
歳
、
55
歳
、

60
歳
に
な
る
人

□
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

□
市
税
の
滞
納
が
な
い
人

●
そ
の
他
　
50
歳
以
上
で
３
月
ま

で
に
接
種
が
完
了
し
た
人
は
、

３
月
31
日（
月
）ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

　
　
な
お
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
の

１
回
目
を
３
月
31
日（
月
）ま
で

に
接
種
し
た
人
は
、
２
回
目
を

　
接
種
し
た
後
、
９
月
30
日（
火
）

　
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

☎（
22
）０
３
７
０

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予

防
接
種（
任
意
接
種
）
 

　
予
防
接
種
を
希
望
す
る
人
は
、

期
限
ま
で
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象
　
66
歳
以
上
の
人
で
、
高

齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
し
た
こ
と
が
な
い
人

●
接
種
期
限
　
３
月
31
日（
月
）

　
市
民
生
活
部
健
康
推
進
課

☎（
22
）０
３
７
０

春
の
火
災
予
防
運
動

　
３
月
７
日（
金
）ま
で
、
春
の
火

災
予
防
運
動
期
間
で
す
。

　
火
災
に
対
す
る
備
え
を
再
確
認

し
、
大
切
な
生
命
と
財
産
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

●
住
宅
火
災
か
ら
い
の
ち
を
守
る

４
つ
の
習
慣

□
寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
し
な
い
、

さ
せ
な
い

□
ス
ト
ー
ブ
の
周
り
に
、
燃
え

や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

□
こ
ん
ろ
を
使
う
と
き
は
、
火

の
そ
ば
を
離
れ
な
い

□
コ
ン
セ
ン
ト
を
清
掃
し
、
不

必
要
な
プ
ラ
グ
を
抜
く

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
寿
命
は
、

お
よ
そ
10
年
で
す
。
設
置
義
務
化

か
ら
10
年
以
上
が
経
過
し
、
多
く

の
住
宅
で
交
換
時
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。
設
置
時
期
を
確
認
し
、
住

宅
用
火
災
警
報
器
本
体
の
交
換
や

点
検
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
火
災
警
報

器
は
、電
池
が
切
れ
る
前
に
ブ
ザ
ー

や
音
声
で
知
ら
せ
て
く
れ
ま
す
が
、

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
定
期

的
な
点
検
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
交
換
や
点
検
の
際
は
、

高
所
で
の
作
業
と
な
る
た
め
、
転

倒
や
落
下
に
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　　
消
防
本
部
予
防
課

☎（
22
）１
１
９
２

栗原市スマート
申請システム

抽選会申し込み

▲市オリジナルナンバープレートの
　新デザイン

▲学校給食の様子を視察

※警報音はメーカーや製品により異なります。

正常をお知らせするメッセージ
または火災警報音が鳴ります。

ピピ、
ピーピーピー

ピーピーピー
火事です

た
い
じ
ょ
う
ほ
う  

し
ん
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タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業

利
用
登
録
受
け
付
け
中

　
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
事
業
は
、

事
前
に
利
用
登
録
を
行
っ
た
人
が

居
住
地
区（
旧
町
村
）内
や
、
地
区

（
旧
町
村
）間
の
移
動
で
タ
ク
シ
ー

を
利
用
し
た
際
に
利
用
で
き
ま
す
。

　
乗
合
デ
マ
ン
ド
交
通
を
運
行
し

て
い
る
花
山
地
区
に
つ
い
て
は
、

地
区
外
へ
の
移
動
の
際
に
、
こ
の

助
成
事
業
を
利
用
で
き
ま
す
。

　
助
成
事
業
の
利
用
に
は
、
事
前

登
録
が
必
要
で
す
。
ぜ
ひ
、
登
録

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
既
に
登
録
し
て
い
る
人

は
、
再
登
録
不
要
で
す
。

●
対
象
　
市
内
に
住
所
が
あ
る
人

●
助
成
対
象
時
間
　
午
前
７
時
か

ら
午
後
７
時
ま
で
の
間
に
乗
車

し
た
タ
ク
シ
ー

●
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー

　
市
内
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
が

運
行
す
る
一
般
タ
ク
シ
ー
お
よ

び
介
護
タ
ク
シ
ー

●
運
賃（
自
己
負
担
額
）

□
居
住
地
区（
旧
町
村
）内
の
移
動

５
０
０
円

□
地
区（
旧
町
村
）間
の
移
動

　
運
賃
の
半
額（
１
０
０
円
未

満
切
り
捨
て
）

※

１
回
当
た
り
の
助
成
上
限
額
は
、

３
千
円
で
、
利
用
者
負
担
の
最
低

額
は
５
０
０
円
で
す
。

●
注
意
事
項
　
介
護
タ
ク
シ
ー
は
、

介
助
料
金
や
機
材
使
用
料
な
ど

を
除
く
、
タ
ク
シ
ー
運
賃
分
が

対
象
で
す
。

●
助
成
回
数
　
１
カ
月
当
た
り
、

８
枚
の
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
交

付
し
ま
す
。

※

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
て
か
ら

１
年
以
内
に
利
用
登
録
し
た
人
に
は
、

１
カ
月
当
た
り
、
16
枚
の
タ
ク
シ
ー

利
用
券
を
、
１
年
間
交
付
し
ま
す
。

●
登
録
方
法
　
各
総
合
支
所
市
民

サ
ー
ビ
ス
課
、
市
民
協
働
課
に

備
え
付
け
の
申
請
書
　
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
各
総
合
支

所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
ま
た
は
、

市
民
協
働
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

●
登
録
料
　
　
　
　
　
　
　
無
料

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
ま
た

は
、
毎
戸
配
布
し
て
い
る「
令
和
７

年
度
版
栗
原
市
民
バ
ス
タ
ク
シ
ー
利

用
助
成
利
用
ガ
イ
ド
」で
確
認
い
た

だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
企
画
部
市
民
協
働
課

☎（
22
）１
１
6
4

空
き
家
の
管
理
は
適
切
に

　
栗
原
市
空
家
等
対
策
計
画
に
基

づ
い
て
、
適
切
に
管
理
さ
れ
て
い

な
い
空
き
家
な
ど
の
所
有
者
に
対

し
て
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
な
ど
の
管
理
は
、
所
有

者
や
管
理
者
の
責
務
で
す
。

　
万
が
一
、
第
三
者
へ
の
被
害
が

生
じ
た
場
合
に
は
、
所
有
者
な
ど

に
責
任
が
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
修
繕
や
解
体
、
敷
地
内

の
除
草
な
ど
、
適
切
な
管
理
を
お

願
い
し
ま
す
。

※

栗
原
市
空
家
等
対
策
計
画
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
ま
た
は
、
各
総
合
支
所
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

　
建
設
部
都
市
計
画
課

☎（
22
）１
１
５
４

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

空
き
家
バ
ン
ク
制
度

で
空
き
家
を
活
用

　
市
で
は
、
市
内
の
空
き
家
を
有

効
活
用
す
る
た
め
、
住
ま
い
る
栗

原
ホ
ー
ム
サ
ー
チ
事
業（
空
き
家

バ
ン
ク
制
度
）を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
空
き
家
の
所
有
者

か
ら
の
情
報
を
、
空
き
家
を
買
い

た
い
、
ま
た
は
、
借
り
た
い
人
に

紹
介
す
る
も
の
で
す
。

　
空
き
家
の
所
有
者
や
活
用
し
た

い
人
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
登

録
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
　
定
住
戦
略
室
、
各

総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に

備
え
付
け
の
申
請
書
　
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
書
類

を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

空
き
家
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
登
録

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
企
画
部
定
住
戦
略
室

☎（
22
）１
１
２
５

住
ま
い
る
栗
原
空
き
家

リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

　
住
ま
い
る
栗
原
ホ
ー
ム
サ
ー
チ

事
業
（
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
）
を

利
用
し
て
空
き
家
を
取
得
ま
た
は
、

３
年
以
上
の
賃
貸
を
し
た
転
入
者

に
対
し
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
を

助
成
し
ま
す
。

※

転
入
者
と
は
、
助
成
金
交
付
申
請
日
時

点
で
、
転
入
か
ら
３
年
未
満
の
人
で
す
。

※

そ
の
他
、
要
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
助
成
額
　
助
成
対
象
経
費
の
合

計
額
か
ら
、
他
の
補
助
金
な
ど

を
差
し
引
い
た
金
額
の
、
２
分

の
１
以
内
の
金
額（
下
限
５
万

円
、
上
限
40
万
円
）を
助
成
し

ま
す
。

　
　
ま
た
、
次
の
要
件
に
該
当
す

る
場
合
は
、
助
成
額
の
上
限
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

□
市
内
事
業
者
を
利
用
し
て
工

事
し
た
場
合
　
　
　
10
万
円

□
世
帯
主
が
40
歳
以
下
の
世
帯

10
万
円

□
世
帯
主
が
40
歳
以
下
で
、
18

歳
未
満
の
子
ど
も
が
い
る
世

帯
　
　
　
　
　
　
　
10
万
円

●
申
請
方
法
　
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

着
手
の
14
日
前
ま
で
、
定
住
戦

略
室
ま
た
は
、
各
総
合
支
所
市

民
サ
ー
ビ
ス
課
に
備
え
付
け
の

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

申
請
書
類
は
、
栗
原
市
移
住
定
住
サ

イ
ト「
き
て
み
ら
い
ん
く
ら
し
た
い

栗
原
」で
も
取
得
で
き
ま
す
。

　
　
　

　
企
画
部
定
住
戦
略
室

☎（
22
）１
１
２
５

指
定
管
理
者
に
よ
る

管
理
運
営
を
実
施

　
４
月
１
日（
火
）か
ら
、
次
の
指

定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営
を
行

い
ま
す
。
な
お
、
施
設
の
利
用
方

法
や
利
用
申
し
込
み
方
法
に
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
施
設
の
名
称
　
花
山
公
民
館

●
指
定
管
理
者
　
一
般
社
団
法
人

は
な
や
ま
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

●
指
定
期
間
　
４
月
１
日
〜
令
和

10
年
３
月
31
日

　
教
育
部
社
会
教
育
課

☎（
42
）３
５
１
４

工
事
の
前
に
遺
跡
の
確
認
を

　
土
木
工
事
な
ど
を
行
う
場
合
は
、

工
事
の
前
に
遺
跡
の
有
無
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　
計
画
地
が
遺
跡
内
や
隣
接
す
る

場
合
は
、
文
化
財
保
護
法
に
基
づ

き
、
事
業
者
か
ら
市
教
育
委
員
会

経
由
で
、
宮
城
県
教
育
委
員
会
へ

届
け
出
が
必
要
で
す
。

　
遺
跡
の
所
在
地
に
つ
い
て
は
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
県
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト「
宮
城
県
遺
跡
地
図
情

報
」で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

●
届
け
出
が
必
要
な
工
事
　
建
物

の
建
築
、
工
作
物
な
ど
の
設
置
、

切
土
・
盛
土
を
行
う
造
成
、
道

路
工
事
、
抜
根
作
業
、
給
排
水

工
事
、
舗
装
工
事
な
ど

※

手
続
き
の
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
教
育
部
文
化
財
保
護
課

☎（
42
）３
５
１
５

第
 26
回
白
鳥
省
吾
賞

受
賞
作
品
決
定

　
大
正･

昭
和
期
に
活
躍
し
た
築

館
地
区
出
身
の
詩
人
、
白
鳥
省
吾

の
功
績
を
顕
彰
す
る
、
第
26
回
白

鳥
省
吾
賞
の
受
賞
作
品
が
決
定
し

ま
し
た
。

　
全
て
の
審
査
結
果
お
よ
び
受
賞

作
の
全
文
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧

く
だ
さ
い
。

審
査
結
果
　
※
敬
称
略

●
一
般（
高
校
生
以
上
）の
部

　【
最
優
秀
賞
】

　「
地
引
き
網
」

　
足
立
　悦
男（
鳥
取
県
境
港
市
）

　【
優
秀
賞
】

　「
銀
河
星
船
」

　
石
川
　小
傘

　「
天
の
デ
ジ
タ
ル
」

　
狭
間
　孝（
兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
）

　【
ふ
る
さ
と
賞
】

　「
板
倉
堰
」

　
片
山
　佐
依
子（
栗
原
市
）

　【
審
査
員
奨
励
賞
】

　「
森
」

　
十
八
古
米

　「
変
わ
り
た
い
」

　
河
埜
　綾
音（
徳
島
県
阿
波
市
）

●
小
･
中
学
生
の
部

　【
最
優
秀
賞
】

　「
小
さ
く
使
い
古
さ
れ
た
鉛
筆

の
よ
う
に
」

　
小
野
寺
　剛
志（
栗
原
市
／
築
館

中
学
校
３
年
）

　【
優
秀
賞
】

　「
帰
り
道
」

　
中
川
　泰
明（
神
奈
川
県
／
聖
光

学
院
中
学
校
３
年
）

　「
二
つ
の
ね
ぐ
せ
」

　
若
狹
　早（
愛
媛
県
／
愛
媛
大
学

教
育
学
部
附
属
小
学
校
１
年
）

　【
特
別
賞
】

　「
夏
の
田
園
。
の
ど
か
な
祖
父

母
家
」

　
桑
原
　仁（
大
阪
府
／
大
阪
教
育

　
大
学
附
属
天
王
寺
中
学
校
３
年
）

　「
小
鳥
」

　
畑
　美
明（
愛
知
県
／
豊
田
市
立

浄
水
北
小
学
校
３
年
）

　「
大
す
き
、
よ
み
き
か
せ
」

　
江
口
　美
咲（
栗
原
市
／
志
波
姫

小
学
校
１
年
）

　【
審
査
員
奨
励
賞
】

　「
東
北
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
」

　
大
場
　直
樹（
栗
原
市
／
築
館
小

学
校
４
年
）

　「
若
人
の
愛
」

　
杉
　世
菜（
福
岡
県
／
福
岡
市
立

多
々
良
中
学
校
２
年
）

※

授
与
品
の
発
送
を
も
っ
て
表
彰
と
し
ま
す
。

企
画
展「
第
26
回
白
鳥
省
吾
賞

受
賞
作
品
展
」開
催

　
第
26
回
白
鳥
省
吾
賞
受
賞
作
品

の
原
稿
や
、
審
査
員
の
選
評
な
ど

を
展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し

く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
３
月
７
日（
金
）〜
６
月

29
日（
日
）

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

●
場
所
　
白
鳥
省
吾
記
念
館

●
入
場
料

□
一
般
　
　
　
　
　
2
1
0
円

□
小
・
中
高
生
　
　
１
１
０
円

※

未
就
学
児
無
料

※

く
り
は
ら
グ
リ
ー
ン
パ
ス
ポ
ー
ト
の

提
示
で
、
小
・
中
学
生
は
無
料

●
休
館
日
　
毎
週
月
曜
日
、
祝
日

※

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
翌
日
も

休
館

　
白
鳥
省
吾
記
念
館

☎（
23
）７
９
６
７

栗原市テレビ回覧板

　ｋｈｂ東日本放送が提供するテレビのデータ放送サー
ビス「ｋｈｂテレビ回覧板」で、市政情報の発信を行って
います。ぜひ、ご覧ください。
●掲載情報
　市政情報、観光情報、災害情報（避難所開設など）
●利用方法

※ボタンの配列や表記は、リモコンによって
異なります。

※栗原市のテレビ回覧板が表示されない場合
は、テレビの設定でお住まいの郵便番号が
登録されているか確認してください。

❶
❷
❸

ｄボタンを押す

テレビ画面の「栗原市のテレビ
回覧板」を選択し、決定ボタン
を押す

企画部市政情報課　☎（22）１１２６

テレビのリモコンの５チャンネ
ルを押す

県ウェブサイト

宮城県遺跡
地図情報

きてみらいん
くらしたい栗原

住まいる栗原
空き家リフォーム

助成事業

「広報くりはら」リニューアル

　令和７年５月号から「広報くりはら」の連載
内容を一部リニューアルします。
　これに伴い「まちのプロフェッショナル」の
連載を終了し、新コーナーを開始します。ぜ
ひ、ご期待ください。

企画部市政情報課　☎（22）１１２６
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有
機
肥
料
を
無
料
で

配
達
し
ま
す

　
市
衛
生
セ
ン
タ
ー
で
は
、
し
尿

処
理
後
の
汚
泥
か
ら
、
水
分
を
取

り
除
き
、
肥
料
と
し
て
市
内
の
皆

さ
ん
へ
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
予
約
制
と
な
り
ま
す
の
で
、配
達

を
希
望
す
る
人
は
、
問
い
合
わ
せ

先
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

２
ト
ン
ダ
ン
プ
カ
ー
で
も
配
達
し
ま
す
。

　
栗
原
市
衛
生
セ
ン
タ
ー

☎（
33
）２
３
０
１

放
射
能
関
連
相
談

　
各
種
測
定
を
希
望
す
る
人
は
、

問
い
合
わ
せ
先
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

●
測
定
内
容

□
空
間
放
射
線
量
の
出
前
式
測
定

□
食
品
・
井
戸
水
の
放
射
性
物

質
測
定

※
市
内
の
空
間
放
射
線
量
は
、
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
林
振
興
部
林
業
畜
産
課

　
放
射
性
廃
棄
物
等
対
策
室

☎（
22
）１
１
３
６

栗
原
市
地
域
お
こ
し

協
力
隊
活
動
報
告
会

　
市
内
で
活
動
す
る
地
域
お
こ
し

協
力
隊
の
活
動
報
告
会
を
開
催
し

ま
す
。
隊
員
た
ち
と
交
流
も
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
３
月
８
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
企
画
部
市
民
協
働
課

☎（
22
）１
１
６
４

細
倉
マ
イ
ン
パ
ー
ク

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

●
日
時
　
３
月
16
日（
日
）

　
午
後
５
時
〜
６
時

●
場
所
　
細
倉
マ
イ
ン
パ
ー
ク
観

光
坑
道
内
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス

●
内
容
　
津
軽
三
味
線
ラ
イ
ブ
演
奏

●
出
演
者

　
□
ま
ゆ
か
り
　氏

　
□
馬
場
　琉
羽
奈
　氏

●
定
員
　
1
0
0
人

※

先
着
順

●
入
場
料
　

　
□
大
人
　
　
　
　
　
5
0
0
円

　
□
中
学
・
高
校
生
　
4
0
0
円

　
□
小
学
生
　
　
　
　
3
0
0
円

※

未
就
学
児
は
無
料

●
申
込
期
限
　
３
月
15
日（
土
）

●
申
込
方
法
　
問
い
合
わ
せ
先
に

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
細
倉
マ
イ
ン
パ
ー
ク

☎（
55
）３
２
１
５

農
地
利
用
最
適
化
推

進
委
員
募
集

　
欠
員
に
伴
い
、
募
集
を
行
い
ま

す
。
本
人
か
ら
の
応
募
ま
た
は
、

個
人
や
団
体
か
ら
の
推
薦
に
よ
り

受
け
付
け
ま
す
。

●
募
集
人
数
　
農
地
利
用
最
適
化

推
進
委
員（
志
波
姫
地
区
）１
人

●
任
期
　
委
嘱
の
日
〜
令
和
８
年

７
月
23
日

●
応
募
期
限
　
３
月
17
日（
月
）

●
推
薦
・
応
募
方
法
　
農
業
委
員

会
事
務
局
に
備
え
付
け
の
様
式

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
問

い
合
わ
せ
先
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

※

推
薦
お
よ
び
応
募
資
格
、
報
酬
な
ど
詳

し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
い

た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
農
業
委
員
会
事
務
局

☎（
42
）１
２
３
９

広
報
紙・ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

有
料
広
告
掲
載
代
理
店

募
集

　
市
で
は
、
自
主
財
源
確
保
の
た

め
に
、
広
報
紙
と
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
有
料
広
告
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
広
告
掲
載
に
関
す
る
業
務
を

行
う
、
広
告
掲
載
代
理
店
を
募
集

し
ま
す
。

●
広
告
掲
載
代
理
店
の
主
な
役
割

　
　
市
が
売
却
し
た
広
告
枠
を
広

告
主
に
売
り
、
広
告
主
の
広
告

を
作
っ
て
市
に
納
品
し
ま
す
。

●
売
却
広
告
枠
の
掲
載
期
間

□
広
報
紙
　
５
月
１
日
号
〜
令

和
８
年
４
月
１
日
号

□
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
　５
月
１
日
〜

　
令
和
８
年
４
月
30
日

●
売
却
方
法
　
制
限
付
き
一
般
競

争
入
札

※

市
内
に
主
た
る
事
業
所
が
あ
る
事
業
者

●
広
告
枠
最
低
売
却
価
格

　
　
　
　
　
　
１
５
０
万
７
千
円

●
入
札
参
加
申
込
期
限
　
３
月
７

日（
金
）　
午
後
５
時
15
分

●
申
し
込
み
　
市
政
情
報
課
に
備

え
付
け
の
申
込
書
、
誓
約
書

　
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
直
接

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※

詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
企
画
部
市
政
情
報
課

☎（
22
）１
１
２
６

心
を
磨
く
ヨ
ガ
教
室

●
日
時
　
４
月
12
日（
土
）〜
令
和

８
年
１
月
17
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

※

全
10
回

※

４
月
、
５
月
は
第
２
土
曜
日
、
６
月

以
降
は
毎
月
第
１
土
曜
日
開
催
、
令

和
８
年
１
月
は
第
３
土
曜
日
開
催

●
場
所
　
み
ち
の
く
伝
創
館

●
講
師
　
株
式
会
社
花
山
サ
ン
ゼ
ッ

　
ト
　
阿
部
　幸
子
　氏

●
対
象
者
　
市
内
に
居
住
す
る
20

歳
以
上
の
女
性

●
定
員
　
40
人
　

※
先
着
順

●
参
加
費
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
持
ち
物
　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は
、

　
バ
ス
タ
オ
ル
、飲
み
物
、マ
ス
ク

●
申
込
期
間
　
３
月
４
日（
火
）〜

14
日（
金
）

●
申
込
方
法
　
問
い
合
わ
せ
先
に

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
栗
駒
・
鶯
沢
教
育
セ
ン
タ
ー

☎（
45
）２
２
２
５

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

常
時
募
集

　
先
着
で
入
居
を
受
け
付
け
ま
す
。

□
若
柳
地
区
　
　
　
　
　
　
13
戸

□
栗
駒
地
区
　
　
　
　
　
　
4
戸

□
高
清
水
地
区
　
　
　
　
　
８
戸

□
瀬
峰
地
区
　
　
　
　
　
　
４
戸

□
鶯
沢
地
区
　
　
　
　
　
　
１
戸

□
金
成
地
区
　
　
　
　
　
　
8
戸

●
申
し
込
み
　
建
築
住
宅
課
に
問

い
合
わ
せ
の
上
、
直
接
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　
建
設
部
建
築
住
宅
課

☎（
22
）１
１
５
３

市民生活部市民課 ☎（２２）３２１１

※令和７年１月末現在、（　）は前月比

●　60,357人（△161）
　　男：29,428人（△84）  女：30,929人（△77）

●　24,803世帯（△34）
●　 21人 ●　157人
●　53人 ●  　78人

 ３月31 日（月）まで

※一般寄付（栗原中央病院）は栗原中央病院総務課に、企業版ふるさと納税は産業戦略課に
　問い合わせください。

総務部管財課
　　　　☎（２２）１１１６

商工観光部産業戦略課
　　　　☎（２２）１220

栗原中央病院総務課
　　　　☎（２1）5330

企業版ふるさと納税

一金　1，000，000円
●株式会社ウエストエネルギーソリューション 様

1月23日（木）

一般寄付

※納付は口座振替が便利です
※税金などを滞納すると、延滞金がかかります「納付は納期限までに！」

あ
　 

べ
　
　
さ
ち
　
こ

ば
　 

ば
　
　
　
る
　 

う
　 

な

後期高齢者医療保険料（第９期）

市民生活部健康推進課  ☎（２２）０３７０

一般寄付（栗原中央病院）
書籍「宮本武蔵」　他　199冊●那須　正行 様 12月25日（水）

な　  す　　　 まさ　ゆき

書籍「ぼくのジィちゃん」　他　107冊 12月  6日（金）●株式会社ハガ　様

一金　26，588円 12月  9日（月）●けやきステージ実行委員会　様

ローションティッシュ　3，600個 1月23日（木）●有限会社　戸田商事　様

一金　41，717円 1月24日（金）●一迫商業高等学校　様

機織機　他　23点 1月20日（月）●菅原　憲　様
すが わら　　　けん

みや もと　む　さし
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退
職（
失
業
）に
よ
る

特
例
免
除
制
度

　
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
人

が
退
職（
失
業
）す
る
と
、
国
民
年

金
の
加
入
手
続
き
を
行
い
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
経
済
的
に
困
難
な
人
に
は
、
申

請
に
よ
っ
て
納
付
の
免
除
・
猶
予

を
受
け
ら
れ
る
制
度(

特
例
免
除)

が
あ
り
ま
す
。

　
通
常
、
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る

た
め
に
は
、
申
請
者
本
人
と
配
偶

者
、
世
帯
主
が
所
得
基
準
の
範
囲

内
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、

特
例
免
除
で
は
、
審
査
の
対
象
と

な
る
退
職（
失
業
）者
の
所
得
を
除

外
し
て
審
査
を
行
い
ま
す
。

　
特
例
免
除
制
度
の
対
象
期
間
は
、

退
職（
失
業
）し
た
月
の
前
月
か
ら

翌
々
年
の
６
月
ま
で
で
、
年
度
ご

と
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
特
例
免
除
を
申
請
す
る
場
合
は
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
な
ど
の
、

失
業
の
事
実
が
確
認
で
き
る
公
的

機
関
が
発
行
す
る
証
明
書
の
写
し

が
必
要
で
す
。
申
請
書
類
に
証
明

書
の
写
し
を
添
え
て
、
各
総
合
支

所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
古
川
年
金
事
務
所

☎
０
２
２
９（
23
）１
２
０
０

　
市
民
生
活
部
市
民
課

☎（
22
）３
２
１
１

　
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

自
動
車
の
廃
車
・
譲
渡
、

転
居
し
た
際
は
手
続
き
を

自
動
車
の
廃
車
・
譲
渡

　
所
有
す
る
自
動
車
を
使
わ
な
く

な
っ
た
場
合
や
、
他
人
に
譲
渡
し

た
際
は
、
３
月
末
ま
で
に
所
管
の

運
輸
支
局
で
抹
消
ま
た
は
、
名
義

変
更
の
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
手
続
き
を
し
な
い
と
、
現
在
の

名
義
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

自
動
車
所
有
者
の
転
居

　
転
居
し
た
際
は
、
３
月
末
ま
で

に
所
管
の
運
輸
支
局
で
、
車
検
証

の
住
所
変
更
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
３
月
末
ま
で
に
運
輸
支
局
で
の

手
続
き
が
で
き
な
い
場
合
は
、
県

税
事
務
所
へ
の
連
絡
ま
た
は
、
県

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
の
電
子
申
請

に
よ
り
、
住
所
変
更
の
登
録
を
し

て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
を
し
な
い

と
、
納
税
通
知
書
が
旧
住
所
に
送

付
さ
れ
ま
す
。

　　
宮
城
県
北
部
県
税
事
務
所
課
税

第
一
班

☎
０
２
２
９（
91
）０
７
０
５

第
 63
回
伊
豆
沼
・
内
沼

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
伊
豆
沼
・
内
沼
の
美
し
い
湖
沼

環
境
を
保
全
す
る
た
め
、
清
掃
活

動
を
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
　
３
月
20
日（
木
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
10
時
30
分

※

雨
天
時
は
、
３
月
22
日（
土
）に
延
期

●
集
合
場
所

□
宮
城
県
伊
豆
沼
・
内
沼
サ
ン

ク
チ
ュ
ア
リ
セ
ン
タ
ー
前

□
栗
原
市
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
セ

ン
タ
ー
つ
き
だ
て
館
前

□
登
米
市
伊
豆
沼
・
内
沼
サ
ン

ク
チ
ュ
ア
リ
セ
ン
タ
ー
前

●
持
ち
物
　
作
業
し
や
す
い
服
装
、

長
靴
、
軍
手
、
火
ば
さ
み
、
雨

具
な
ど

※

申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
公
益
財
団
法
人
宮
城
県
伊
豆
沼
・

　
内
沼
環
境
保
全
財
団

☎（
33
）２
２
１
６

　
市
民
生
活
部
環
境
課

☎（
22
）３
３
５
０

映
画
上
映
会
を
開
催

　
み
ん
な
で
映
画
を
楽
し
む「
第

１
回
シ
ネ
マ
デ
リ
バ
リ
ー
」を
開
催

し
ま
す
。ぜ
ひ
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
　
３
月
８
日（
土
）

①
正
午
〜
午
後
２
時
15
分

②
午
後
３
時
15
分
〜
５
時
30
分

※

①
は
、
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
優
先

●
場
所
　
み
ち
の
く
伝
創
館

●
上
映
作
品
　
窓
ぎ
わ
の
ト
ッ
ト

ち
ゃ
ん

●
定
員
　
各
回
50
人
　
※
先
着
順

●
入
場
料
　
　
　
　
　
　
　
無
料

●
予
約
　
不
要

※

詳
し
く
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

　
シ
ネ
マ
デ
リ
バ
リ
ー
　
大
橋（
藤

　
岡
）

chunqitamako@gmail.com

国
家
公
務
員
採
用
試
験

　
令
和
７
年
度
の
国
家
公
務
員
採

用
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
各
試

験
の
申
し
込
み
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

一
般
職
試
験（
大
卒
程
度
）

●
申
込
受
付
期
限
　
３
月
24
日（
月
）

●
第
１
次
試
験
日
　
６
月
1
日（
日
）

一
般
職
試
験（
高
卒
者
試
験
）

●
申
込
受
付
期
間
　
６
月
13
日（
金
）

　
〜
25
日（
水
）

●
第
１
次
試
験
日
　
９
月
７
日（
日
）

※

申
込
方
法
や
受
験
資
格
な
ど
詳
し
く
は
、

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認
い
た
だ
く
か
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

　
人
事
院
東
北
事
務
局
第
二
課
試

験
係
☎
０
２
２（
221
）２
０
２
２

　

国
家
公
務
員「
国
税
専
門

官
採
用
試
験
」（
大
学
卒
業

程
度
）募
集

●
応
募
資
格
　
次
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

□
平
成
７
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

　
16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

□
平
成
16
年
４
月
２
日
以
降
生

ま
れ
で
、
次
の
①
も
し
く
は

②
に
該
当
す
る
人

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ

び
令
和
８
年
３
月
ま
で
に

大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
人

②
人
事
院
が
、
①
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
た
人

●
第
１
次
試
験
日
　
５
月
25
日（
日
）

●
申
し
込
み
　
３
月
24
日（
月
）ま

で
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　※

詳
し
く
は
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
確
認

　
い
た
だ
く
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

研
修
係☎

０
２
２（
263
）１
１
１
１

　
人
事
院
東
北
事
務
局

☎
０
２
２（
221
）２
０
２
２

陶
芸
教
室
会
員
募
集

　
作
っ
て
使
う
マ
イ
カ
ッ
プ
や
、

贈
っ
て
喜
ば
れ
る
食
器
な
ど
、
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
の
作
品
を
一
緒
に
楽

し
み
な
が
ら
作
り
ま
し
ょ
う
。

　
初
め
て
の
人
に
は
、
先
輩
が
指

導
し
ま
す
。

●
活
動
期
間
　
４
〜
12
月

●
場
所
　
市
役
所
金
成
庁
舎

●
対
象
　
市
内
に
在
住
し
、
月
１

回（
週
連
続
５
日
間
）通
え
る
人

●
募
集
人
数
　
３
人
程
度

●
年
会
費
　
　
１
万
８
千
円
程
度

※

材
料
費
を
含
む

●
申
し
込
み
　
３
月
25
日（
火
）ま

で
問
い
合
わ
せ
先
に
、
電
話
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
金
成
陶
芸
愛
好
会
　
遠
藤

☎
０
８
０（
５
５
７
２
）２
４
７
６

女
性
の
た
め
の
女
性

司
法
書
士
に
よ
る
無

料
法
律
相
談
会

　
県
内
に
在
住
も
し
く
は
、
在
勤

し
て
い
る
女
性
を
対
象
に
、
女
性

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
相
続
・
遺
言
、
借
金
、
離
婚
手

続
き
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、
一

人
で
悩
ま
ず
に
ぜ
ひ
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

面
接
相
談

●
日
時

①
３
月
10
日（
月
）〜
14
日（
金
）

　
午
後
１
時
〜
４
時

②
３
月
15
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
場
所
　
宮
城
県
司
法
書
士
会
館

●
申
し
込
み
　
①
、
②
共
に
完
全

予
約
制
で
す
。
問
い
合
わ
せ
先

に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他
　
②
は
、
託
児
サ
ー
ビ

ス
が
あ
り
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
、
申
し
込
み
と
併
せ
て
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
相
談

●
日
時
　
３
月
15
日（
土
）

　
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
相
談
専
用
電
話
番
号

☎
０
2
2（

221
）6
8
7
0

　
宮
城
県
司
法
書
士
会

☎
０
２
２（
263
）６
７
５
５

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通

信
販
売
の
定
期
購
入

ト
ラ
ブ
ル
に
要
注
意

　
低
価
格
を
強
調
す
る
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
通
信
販
売
の
広
告
を
見
て
、

１
回
も
し
く
は
、
単
品
の
つ
も
り

で
注
文
し
た
ら
定
期
購
入
だ
っ
た
、

と
い
う
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
定
商
取
引
法
で
は
、
注
文
内

容
の
最
終
確
認
画
面
で
、
価
格
や

申
し
込
み
の
解
除
な
ど
重
要
事
項

を
簡
単
に
確
認
で
き
る
表
示
を
義

務
付
け
て
い
ま
す
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
信
販
売
を
利
用
す
る
際
は
、

申
し
込
み
前
に
必
ず
最
終
確
認
画

面
で
注
文
内
容
を
よ
く
確
認
し
、

重
要
事
項
を
理
解
し
た
上
で
購
入

し
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
と
き
は
、
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

●
相
談
日
時
　
月
〜
金
曜
日

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※

祝
日
を
除
く

　
栗
原
市
消
費
生
活
相
談
窓
口

　（
築
館
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
）

☎（
22
）１
５
０
１

　
県
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
消
費

生
活
相
談
窓
口（
宮
城
県
栗
原

合
同
庁
舎
）
☎（
23
）５
７
０
０

人事院ウェブ
サイト

国家公務員試験
採用情報NAVI

人事院ウェブ
サイト

国家公務員試験
採用情報NAVI

県ウェブサイト

自動車税種別割
の納税義務者の

住所変更

シネマデリバリー
ウェブサイト



広報くりはら　令和７年３月１日　　２８今月の表紙：スマートフォン出前講座の講師と受講者

　「創業から代々守り伝えてきた味と品
質へのこだわりを大切にすること」、そ
して「４代目蔵元の父が心血を注ぎ、築き
上げた銘柄の価値を守り、さらに研ぎ澄
ませたい」と目を輝かせて語る三浦さん。
一迫地区で１１０年の歴史を持つ造り酒
屋の後継者として、４年前から家業に携
わっています。
　幼い頃から酒造りに親しみ、大学では
醸造学を専攻し、酒造りに欠かせないこ
うじを、大学院では稲について研究しま
した。酒造りの基本要素をじっくり学び、
その知見をこれからの酒造りに生かそう
としています。
　米作りに情熱を注ぐ地元農家が栽培し
たお米、小僧山水と呼ばれる良質な地元
の水、こうじと酵母など選び抜いた原料
を使い、この酒蔵ならではの技術とこだ
わりで、丁寧な酒造りに励んでいます。
　栗原産米を精魂込めて磨きあげ、醸し
たお酒が、地元の人に愛されることに何
よりも喜びと誇りを感じる、という三浦
さん。
　時代の流行に左右されず、料理を引き
立て、幸せなひとときを生み出す最高の
「食仲酒」を目指したいと、酒造りにかけ
る思いを熱く語りました。

　「創業から代々守り伝えてきた味と品
質へのこだわりを大切にすること」、そ
して「４代目蔵元の父が心血を注ぎ、築き
上げた銘柄の価値を守り、さらに研ぎ澄
ませたい」と目を輝かせて語る三浦さん。
一迫地区で１１０年の歴史を持つ造り酒
屋の後継者として、４年前から家業に携
わっています。
　幼い頃から酒造りに親しみ、大学では
醸造学を専攻し、酒造りに欠かせないこ
うじを、大学院では稲について研究しま
した。酒造りの基本要素をじっくり学び、
その知見をこれからの酒造りに生かそう
としています。
　米作りに情熱を注ぐ地元農家が栽培し
たお米、小僧山水と呼ばれる良質な地元
の水、こうじと酵母など選び抜いた原料
を使い、この酒蔵ならではの技術とこだ
わりで、丁寧な酒造りに励んでいます。
　栗原産米を精魂込めて磨きあげ、醸し
たお酒が、地元の人に愛されることに何
よりも喜びと誇りを感じる、という三浦
さん。
　時代の流行に左右されず、料理を引き
立て、幸せなひとときを生み出す最高の
「食仲酒」を目指したいと、酒造りにかけ
る思いを熱く語りました。

栗原の人に愛される美酒を醸したい

※市は自主財源確保のために、有料広告を掲載しています。

※くりはら人の情報
　をお寄せください
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宮
城
県
栗
原
市
築
館
薬
師
一
丁
目
７
番
１
号

☎
０
２
２
８（
22
）１
１
２
６

〒987
-2293

広報くりはら 

アンケート
フォーム

マイ広報紙

栗原市
ＬＩＮＥ

栗原市
Instagram

み　うら　　はな　 こ

三浦　華子　さん（一迫金田中町）
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